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熊本 YMCA 永草保育園では、長年、幼年消防クラブを組織
しており、５月２８日、新しく年長、年中となった園児１４
人の幼年消防結成式が同園で行われました。
保護者らが見守る中、通常点検や腕用ポンプを使った放水を
披露すると、懸命な園児の姿に温かい拍手が送られました。

「永草の防火は僕たちに任せろ！」
永草保育園で幼年消防結成式
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平成 25 年度予
算

安心・安全に暮らせる　魅力あふれる阿蘇市を目指して
（６月補正後）

平成 25 年度の当初予算は、経常的経費や
義務的経費などからなる「骨格予算」とし
て編成されており、６月補正予算で、政策
的な経費や新たに取り組む諸事業の経費な
どが盛り込まれ、平成 25 年度の施策が本
格的にスタートしました。

特　集

災
害
か
ら
の
復
興
に
向
け
て

　

本
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
、
昨
年
度
当
初
予
算
に
比

べ
、
約
13
億
５
０
０
０
万
円
増

加
し
、
約
１
４
８
億
円
（
会
計

総
額
２
８
５
億
円
）
の
予
算
編

成
と
な
り
ま
し
た
。
※
以
下
グ

ラ
フ
の
と
お
り
。

　

増
加
の
主
な
要
因
は
、
昨
年

発
生
し
た
豪
雨
災
害
に
伴
う
復

旧
事
業
費
が
、
昨
年
度
か
ら
増

え
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

災
害
か
ら
の
早
期
復
旧
を
最

優
先
事
項
と
し
て
、
各
施
策
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
今
月
号
で

は
、
会
計
ご
と
の
予
算
編
成
の

ほ
か
、
施
政
方
針
、
主
要
事
業

な
ど
を
ご
説
明
し
ま
す
。
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平成 24 年度平成 25 年度

一般会計一般会計

特別会計

企業会計

特別会計

企業会計

268億 989万円284億 7089万円

平成 25 年度 一般会計
財 源 の 内 訳

42億 3517万円

依 存 財 源

自 主 財 源

●市税
●繰入金
●繰越金
●その他の収入

●地方交付税
●国・県支出金
●譲与税・各種交付金
●市債

106億 162万円
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平成25年度予算・一般会計特　集

一般会計の内訳
教育や福祉、土木、農政、商工観光振興事業など
市の基本的な行政運営を行う会計

総 額 148億3679万円
※前年度比：＋ 8.7％（6月補正後）

地方交付税

53 億円
（35.7％）

国・県支出金

32 億 4887 万円
（21.9％）

市　税

28 億 18 万円
（18.9％）

市　債

14 億 9620 万円
（10.1％）

繰入金

7 億 87 万円
（4.7％）

譲与税・各種交付金

5 億 5655 万円
（3.7％）

繰越金

2 億 3500 万円
（1.6％）

その他の収入

4 億 9912 万円
（3.4％）

譲与税・各種交付金の内訳
●地方消費税交付金（ 2億 8,400万円）
●利子割交付金（460万円）
●配当割交付金（390万円）
●株式等譲渡所得割交付金（70万円）
●ゴルフ場利用税交付金（2,440万円）
●自動車取得税交付金（3,630万円）
●地方特例交付金（425万円）
●交通安全対策特別交付金（590万円）
●地方譲与税（1億 9250万円）

用 語 解 説

地方交付税

行政サービス水準の均一化のため、国が
市の財政状況に応じて配分するお金です

国・県支出金

事業を行うため国や県から交付されるお
金です

市　税

市民税、固定資産税、軽自動車税、たば
こ税など最も重要な財源です

市　債

特定の事業のため借り入れるお金です

その他の収入

分担金・負担金、使用料・手数料、財産
収入などがあります

民生費

46 億 5272 万円
（31.4％）

衛生費

17 億 2210 万円
（11.6％）

公債費

15 億 6811 万円
（10.6％）

総務費

14 億 2500 万円
（9.6％）

用 語 解 説

福祉向上のために使われるお金です

ごみ処理や健康づくりなどのために使わ
れるお金です

市の借金を返済するためのお金です

災害復旧費

13 億 5407 万円
（9.1％）

教育費

12 億 3494 万円
（8.3％）

土木費

9 億 7748 万円
（6.6％）

農林水産業費

7 億 1633 万円
（4.8％）

消防費5 億 114 万円
（3.4％）

商工費4 億 8900 万円
（3.3％） その他の支出

1 億 9590 万円
（1.3％）

民生費

衛生費

公債費

商工費

商工、観光の振興のためのお金です

土木費

道路や橋、河川、公営住宅などの整備の
ために使われるお金です

農林水産業費

農林業の振興のために使われるお金です

歳 入

歳 出
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平成25年度予算・特別会計と企業会計特　集

特別会計の内訳
国民健康保険や介護保険など、一般会計とは
別に特定の収入支出により処理される会計

総 額 85億5191万円
※前年度比：＋ 1.1％（6月補正後）

特別会計名 予算額
●国民健康保険事業 40億 5045万円

●介護保険事業 28億 7789万円

●下水道事業 9億 9075万円

●後期高齢者医療事業 3億 9118万円

●阿蘇山観光事業 1億 567万円

●診療所事業 9286万円

●財産区事業 4311万円

●
国
民
健
康
保
険
事
業

　

加
入
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
保
険
税

収
入
と
国
・
県
・
市
な
ど
の
公
費
に

よ
り
、
医
療
費
の
支
払
い
を
中
心
に

行
う
会
計
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
と
予
防

を
目
的
と
し
た
特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
な
ど
を
行
い
、
医
療
費
の
適

正
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

●
介
護
保
険
事
業

　
介
護
（
介
護
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
を

給
付
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

　

支
出
と
し
て
は
、
介
護
（
介
護
予

防
）
給
付
費
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
た
め
の
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定

に
か
か
る
事
務
費
な
ど
が
含
ま
れ
ま

す
。

　

給
付
費
に
充
て
る
収
入
の
半
分

は
、
国
、
県
、
市
の
負
担
金
、
残
り

の
半
分
が
40
歳
以
上
の
人
が
納
め
る

保
険
料
で
す
。

●
下
水
道
事
業

　

公
共
下
水
道
事
業
を
行
う
た
め
の

会
計
で
す
。

　

河
川
、
海
な
ど
の
水
質
保
全
を
目

的
と
し
、
快
適
で
環
境
に
や
さ
し
い

生
活
環
境
を
創
出
す
る
た
め
の
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
黒
川

地
区
（
坊
中
、
南
黒
川
）
の
管
渠
整

備
及
び
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

老
朽
化
し
た
幹
線
管
渠
の
改
修
事

業
、
下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
処
理

場
）
の
老
朽
化
に
伴
う
改
修
事
業
の

実
施
計
画
策
定
、
新
橋
汚
水
中
継
ポ

ン
プ
場
の
改
修
事
業
（
発
電
機
）
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
主
に
75
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
す

る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
事
業
を

行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

　

市
で
保
険
料
を
徴
収
し
て
、
熊
本

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
納

付
す
る
保
険
料
や
後
期
高
齢
者
の
健

診
を
は
じ
め
と
す
る
保
健
事
業
費
、

負
担
金
・
事
務
費
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

予
算
総
額
の
約
６
割
を
占
め
る
保

険
料
は
、
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
な

ど
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

●
阿
蘇
山
観
光
事
業

　
阿
蘇
山
周
辺
の
観
光
利
用
促
進
を

目
的
と
し
た
会
計
で
す
。

　

収
入
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
阿

蘇
山
公
園
道
路
使
用
料
７
８
９
９
万

円
、売
店
収
入
１
８
０
０
万
円
、ユ
ー

ス
ホ
ス
テ
ル
使
用
料
２
５
８
万
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

主
な
支
出
と
し
て
は
、
管
理
委
託

に
２
８
７
１
万
円
、
防
災
関
係
の
一

般
会
計
繰
出
金
３
０
８
５
万
円
で
す
。

●
診
療
所
事
業

　
無
医
地
区
で
あ
る
波
野
地
域
住
民

の
医
療
を
確
保
す
る
た
め
に
、「
へ

き
地
診
療
所
」
と
し
て
設
置
さ
れ
て

い
る
波
野
診
療
所
の
会
計
で
す
。

　

収
入
は
医
科
・
歯
科
の
診
療
収
入

が
主
な
も
の
で
、
支
出
で
は
人
件
費

が
約
55
％
、
薬
剤
・
診
療
材
料
費
が

約
28
％
、
機
器
な
ど
の
購
入
・
リ
ー

ス
料
が
約
３
％
、
施
設
管
理
費
が
約

４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。在
宅
医
療
、

訪
問
看
護
を
含
め
、
地
域
住
民
に
密

着
し
た
地
域
医
療
の
支
援
に
努
め
て

い
ま
す
。

●
財
産
区
事
業

　
財
産
区
が
管
理
す
る
簡
易
水
道
事

業
な
ど
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

　

支
出
の
主
な
も
の
は
、
簡
易
水
道

の
維
持
管
理
を
行
う
水
道
管
理
費
、

山
林
な
ど
財
産
管
理
費
及
び
委
員
会

費
で
す
。

▼
坂
梨
財
産
区　

１
３
７
０
万
円

▼
古
城
財
産
区　

２
０
２
９
万
円

▼
中
通
財
産
区　
　

９
０
９
万
円 

▼
宮
地
財
産
区　
　
　

    

３
万
円

企業会計の内訳
水道事業や病院事業のように、独立採
算による特定の事業を経理する会計

総 額 50億8219万円
※前年度比：＋ 4.2％（6月補正後）

企業会計名 予算額
●阿蘇中央病院事業 39億 9591万円

●水道事業 10億 8628万円

●
阿
蘇
中
央
病
院
事
業

　

病
院
事
業
経
営
の
た
め

に
設
け
ら
れ
た
、
独
立
採

算
性
の
会
計
で
す
。

　

収
入
の
大
部
分
は
、
入

院
・
外
来
の
医
業
収
入
で

す
。
阿
蘇
中
央
病
院
は
、

地
域
の
中
核
病
院
と
し
て

の
役
割
が
あ
り
、
市
民
を

は
じ
め
地
域
住
民
の「
命
」

と
「
健
康
」
を
守
る
医
療

機
関
で
す
。

　

今
年
度
は
、
通
常
の
病

院
運
営
業
務
の
ほ
か
、
平

成
26
年
の
新
病
院
開
院
に

向
け
て
病
院
の
建
設
を
進

め
て
い
ま
す
。

●
水
道
事
業

　
水
道
事
業
経
営
の
た
め

に
設
け
ら
れ
た
、
独
立
採

算
制
の
会
計
で
す
。

　

事
業
収
入
の
大
部
分

は
、
私
た
ち
が
支
払
う
水

道
使
用
料
で
す
。

　

今
年
度
は
、
給
水
戸
数

９
５
６
６
戸
、
総
給
水
量

４
１
２
万
９
千
立
方
メ
ー

ト
ル
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
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総　
務　

　
今
年
の
防
災
対
策
は
、
５
月
31
日

阿
蘇
市
防
災
会
議
を
開
催
し
、
昨
年

７
月
の
豪
雨
災
害
時
の
実
情
と
検
証

を
も
と
に
、
関
係
機
関
、
区
長
会
役

員
の
方
々
と
、
今
後
の
防
災
対
策
、

非
常
時
の
連
絡
体
制
・
対
応
な
ど
の

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
特
に
「
命
を
守
る
こ
と
」
を
第
一

に
、
早
め
の
避
難
や
明
る
い
う
ち
の

避
難
の
呼
び
か
け
な
ど
、
区
長
や
地

域
の
自
主
防
災
組
織
、
消
防
団
と
連

携
を
深
め
た
避
難
対
策
を
進
め
る
一

方
、
有
事
の
備
え
と
し
て
、
職
員
の

待
機
体
制
の
強
化
、避
難
準
備
情
報・

避
難
勧
告
・
避
難
指
示
の
発
令
基
準

の
明
確
化
や
避
難
所
の
総
括
的
な
見

直
し
な
ど
を
行
い
、
市
民
の
方
々
に

は
、
危
険
を
知
ら
せ
る
情
報
が
確
実

に
伝
わ
る
よ
う
サ
イ
レ
ン
放
送
を
含

め
、
あ
ら
ゆ
る
伝
達
手
段
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
今
回
、
６
月
８
日
に
古
城
１
区
か

ら
古
城
４
区
を
対
象
に
避
難
訓
練

（
情
報
伝
達
訓
練
、
地
域
巡
回
訓
練
、

避
難
誘
導
訓
練
、
防
災
講
演
会
）、

６
月
15
日
・
８
月
31
日
・
10
月
５
日

の
３
回
に
わ
た
り
、
県
と
協
働
で
実

施
す
る
防
災
講
座
、
16
日
に
は
阿
蘇

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
設
置
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
の
災
害
時
、
阿
蘇
市

の
情
報
伝
達
手

段
の
お
知
ら
せ

端
末
や
、
気
象

情
報
な
ど
の
情

報
収
集
の
基
と

な
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
が

各
所
で
断
線
し
、

そ
の
機
能
が

隅
々
ま
で
果
た

せ
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
セ
ン

タ
ー
施
設
間
の

光
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ケ
ー
ブ
ル
の

強
靭
化
事
業
に
着
手
し
ま
す
。

　
ま
た
、
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ

に
的
確
、
か
つ
、
迅
速
に
対
応
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る

機
構
改
革
・
組
織
再
編
を
行
い
ま
し

た
。
市
民
の
方
々
に
分
か
り
や
す
い

組
織
に
し
、
市
民
生
活
に
直
結
し
た

行
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
市
の
大
切
な
予
算
・
財
政
に
つ
い

て
は
、
昨
年
の
災
害
に
よ
っ
て
、
こ

れ
か
ら
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
想
さ

れ
る
中
、
25
年
度
は
骨
格
予
算
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
市
民
の
方
々

の
生
活
に
関
係
す
る
、
特
に
緊
急
的

な
事
業
は
、
補
正
予
算
で
対
応
し
ま

し
た
。

　
今
回
、国
の
補
正
予
算
で
あ
る「
地

域
の
元
気
臨
時
交
付
金
」
を
可
能
な

限
り
確
保
す
る
た
め
、
必
要
な
事
業

平
成
25
年
度

施
政
方
針
（
要
旨
）６月定例議会で、施政方針を述べる佐藤阿蘇市長

（１）防災対策の充実
●�阿蘇火山等防災対策事業（ガス対策監視員・噴
火対策費用など）　2,686万円　

●阿蘇広域行政事務組合負担金（消防費）
　3億 7,914万円

●消防団活動事業　6,599万円
●�消防施設整備事業（消火栓、防火水槽設置、小
型ポンプ更新など）　2,429万円　

●防災行政無線非常用蓄電池取替事業　711万円
（２）ネットワーク環境の整備　　　　　　
●光ネットワーク事業　2,205万円

（３）税の公平・公平性の確保
●家屋全棟調査委託事業　1,724万円

総 務 関 係 の 主 な 事 業

6 月 8 日に行われた避難訓練のようす

平成 25 年度　施政方針 ― administrative policy
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の
積
み
上
げ
を
行
っ
た
結
果
、
本
市

へ
の
第
一
次
配
分
額
が
、
ほ
ぼ
予
定

ど
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
財
政

安
定
化
を
強
く
意
識
し
、
災
害
か
ら

の
復
旧
復
興
を
最
優
先
し
、
事
業

の
費
用
対
効
果
を
深
く
精
査
し
な
が

ら
、
財
政
力
の
強
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
合
併
時
の
辺
地
総
合
整
備

計
画
に
つ
い
て
は
、今
回
３
地
域（
山

崎
・
横
堀
・
坂
の
上
）
を
策
定
し
ま

し
た
。
今
後
、他
の
３
地
域
（
遊
雀・

荻
の
草
・
立
塚
）
も
、
適
宜
、
策
定

し
、
生
活
環
境
の
整
備
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　
一
方
、
本
市
の
自
主
財
源
は
30
％

弱
で
あ
る
こ
と
と
、
国
の
三
位
一
体

改
革
に
よ
る
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源

移
譲
の
要
因
に
よ
っ
て
、
税
負
担
の

公
平
性
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
賦
課
部
門
（
固
定

資
産
税
）
を
、
更
に
安
定
し
た
歳
入

財
源
と
す
る
た
め
、
現
在
、
家
屋
課

税
の
公
平
性
を
目
的
に
市
内
全
域
の

全
棟
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
徴
収
部
門
は
、
今
年
度
、

阿
蘇
郡
市
７
市
町
村
協
働
に
よ
る

「
併
任
徴
収
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。
今
後
、
阿
蘇
郡
市
一
体
と
な
り

専
門
的
徴
収
体
制
で
の
税
収
確
保
に

取
り
組
み
ま
す
。

医
療
福
祉　

　
自
治
体
の
大
き
な
役
割
と
し
て
、

福
祉
と
医
療
と
介
護
の
充
実
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、

誰
で
も
が
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送

り
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
行
政
の
役

目
を
果
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
本
年
は
「
障
害
者
総
合
支

援
法
」が
施
行
さ
れ
、障
害
者
の
方
々

の
範
囲
に
難
病
な
ど
が
加
え
ら
れ
ま

し
た
。
言
葉
の
不
自
由
な
方
々
が
如

何
に
意
思
を
伝
達
す
る
か
、
そ
の
一

つ
と
し
て
、
手
話
奉
仕
員
養
成
事
業

が
設
け
ら
れ
、
市
町
村
一
体
で
取
り

組
み
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
の
た
め
、
昨
年
、
子
ど
も
・
子

育
て
関
連
３
法
の
成
立
を
う
け
て

「
阿
蘇
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」

を
設
置
し
ま
す
。
多
様
な
子
育
て
環

境
の
把
握
に
努
め
、
保
護
者
の
方
々

と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

成
育
環
境
を
整
え
、
地
域
で
育
て
る

子
ど
も
、
社
会
で
支
え
る
子
育
て
の

施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
、
住
民
の

方
々
が
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
阿
蘇
地

域
の
中
核
医
療
を
担
う
「
阿
蘇
中
央

病
院
」
は
、
本
年
１
月
に
着
工
、
基

礎
杭
打
ち
工
事
が
終
了
し
、
着
々
と

工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
併
せ
て
Ｃ

Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
・
血
管
造
影
装
置
な
ど

の
高
度
医
療
設
備
の
調
達
と
電
子

カ
ル
テ
導
入
準
備
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
早
期
の
開
院
と
救
急
医
療
の
充

実
を
目
指
し
ま
す
。

　
特
に
、
本
年
度
は
、
県
地
域
医
療

再
生
計
画
の
最
終
年
度
に
な
り
ま
す

の
で
、
遠
隔
医
療
シ
ス
テ
ム
支
援
事

業
で
あ
る
脳
卒
中
患
者
の
方
々
へ
の

急
性
期
治
療（
ｔ-

Ｐ
Ａ
投
与
治
療
）

の
拡
充
と
地
域
住
民
の
方
々
へ
の
啓

発
を
図
る
な
ど
、
病
診
連
携
推
進
事

業
、
小
児
救
急
啓
発
事
業
、
病
理
診

断
機
能
支
援
事
業
な
ど
に
も
並
行
し

て
取
り
組
み
、
ま
た
、「
阿
蘇
中
央

病
院
」
と
「
波
野
診
療
所
」
の
連
携

も
視
野
に
入
れ
た
、
安
全
・
安
心
な

医
療
提
供
が
出
来
る
環
境
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
保
険
分
野
に
つ
い
て
、
国
保
、
介

護
、後
期
高
齢
な
ど
の
保
険
事
業
は
、

窓
口
を
統
一
化
し
、
便
利
で
安
心
し

て
保
険
給
付
が
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
を
重
視
し
た
体
制
の
中
で
、
事
業

の
健
全
運
営
に
今
後
も
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
ま
た
、
各
保
険
事
業
と
連
携
し
特

定
健
診
受
診
率
の
向
上
、
保
健
指
導

の
充
実
に
よ
る
疾
病
重
症
化
の
予

防
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
努
め
、
右

医 療 福 祉 関 係 の 主 な 事 業

（１）高齢者・障がい者福祉などの充実
●阿蘇市社会福祉協議会運営費負担金　4,499万円
●高齢者住宅改造助成事業費補助事業　583万円
●老人クラブ連合会活動等事業補助事業　969万円
●敬老会補助事業　874万円
●シルバー人材センター事業　180万円
●重度心身障がい者医療費助成事業　8,040万円
●手話奉仕員養成研修委託事業　65万円
●自立支援医療費（更生医療分）助成事業　3,000万円
●自立支援給付事業など　6億 1,729万円
●生活保護費　2億 9,236万円　　　

（２）子育て支援の充実
●保育園運営費　10億 8,507万円
●児童手当事業　4億 1,643万円
●育児、児童扶養手当事業　1億 6,350万円
●乳幼児医療費助成事業　4,500万円
●児童生徒医療費助成事業　2,040万円
●子ども子育て支援会議事業　185万円
●母子家庭支援事業　1,092万円
●放課後健全育成委託事業　1,543万円

（３）保健・医療の充実
●病院建設事業（本体工事・医療機器購入）　

24億 9,588万円
●輪番制（日曜・祝日在宅）病院運営補助事業

　1,018万円
●インフルエンザ予防接種・個別接種委託事業

　8,613万円
●各種健診委託事業　4,660万円
●妊婦・乳幼児検診等委託事業　1,940万円
●国民健康保険給付事業など　39億 4,041万円
●介護保険給付事業　26億 7,370万円
●介護予防事業（地域支援事業）　7,690万円
●後期高齢者医療広域連合会負担金事業　9億 4,414万円
●鍼灸給付事業　1,152万円
●特定健診（保健指導）事業　3,078万円
●後期高齢者医療健康診査事業　680万円

（４）人権教育・啓発の推進
●人権啓発事業（施設管理運営費含む）　5,647万円
●男女共同参画推進事業　136万円

平成 25 年度　施政方針administrative policy ― 
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肩
上
が
り
を
続
け
る
医
療
費
、
介
護

費
用
の
適
正
化
に
引
き
続
き
取
り
組

み
ま
す
。

　
な
お
、
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
、
ヒ
ブ・小
児
用
肺
炎
球
菌・

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
定
期

予
防
接
種
の
メ
ニ
ュ
ー
に
加
わ
り
ま

し
た
の
で
、
範
囲
を
拡
大
し
た
感
染

症
予
防
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
被
災
し
た
「
一
の
宮
高
齢

者
セ
ン
タ
ー
及
び
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
今
月
５
日
か

ら
温
泉
施
設
の
営
業
を
再
開
し
て
お

り
、
７
月
上
旬
に
は
全
施
設
が
再
開

し
ま
す
。

　
次
に
、
人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ

く
り
、
人
づ
く
り
に
つ
い
て
、
基
本

理
念
で
あ
る
「
人
権
教
育
及
び
人
権

啓
発
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、
地
域
社
会
、
学
校
現
場
や
職

場
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
・
機
会
を

捉
え
、
人
権
教
育
・
啓
発
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
一
人
ひ
と
り
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
明
る
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　
特
に
今
年
度
は
、
尾
ヶ
石
東
部
小

学
校
で
「
人
権
の
花
」
運
動
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
阿
蘇
大
津
人
権

啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議

会
、
法
務
局
、
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
と
連
携
し
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
は
、
引
き

続
き
関
係
機
関
と
協
力
し
、
男
女
が

協
働
す
る
社
会
を
目
指
し
、
固
定
的

役
割
分
担
意
識
の
払
拭
と
課
題
解
決

に
取
り
組
み
ま
す
。

経　
済　

　
農
林
畜
産
業
の
充
実
と
繁
栄
は
、

本
市
の
観
光
資
源
に
直
結
し
、
切
り

離
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ

り
、車
の
両
輪
と
同
じ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
農
政
は
、こ
れ
ま
で
と
同
様
、

食
料
自
給
率
の
向
上
と
持
続
可
能
な

力
強
い
農
業
の
実
現
に
向
け
、
地
域

の
中
心
と
な
る
経
営
体
（
個
人
、
法

人
、
集
落
営
農
）
へ
の
農
地
集
積
、

新
規
就
農
者
・
担
い
手
の
育
成
を
行

い
、
農
地
の
保
全
、
集
落
機
能
の
維

持
を
目
指
し
ま
す
。

　
農
業
振
興
策
は
、
経
営
所
得
安
定

対
策
の
推
進
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

に
よ
る
中
心
経
営
体
の
農
地
集
積
及

び
新
規
就
農
者
の
支
援
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
地
域
・
集
落
に
お
け
る

課
題
な
ど
の
整
理
や
解
決
策
の
検
討

を
含
め
た
意
向
調
査
を
行
い
、
生
産

性
の
向
上
、
農
作
業
の
省
力
化
、
実

情
に
合
っ
た
経
営
規
模
の
拡
大
を
図

る
プ
ラ
ン
を
今
年
度
中
に
策
定
し
て

い
き
ま
す
。

　
心
配
さ
れ
て
い
る
農
地
な
ど
の
災

害
復
旧
対
策
は
、
営
農
再
開
を
優
先

し
圃
場
整
備
区
域
内
の
土
砂
撤
去
を

行
い
、
水
稲
作
付
け
に
遅
れ
が
出
ま

し
た
が
、
お
お
む
ね
５
月
ま
で
に
終

了
し
ま
し
た
。
残
り
の
農
地
に
つ
い

て
は
、転
作
を
含
め
、生
産
者
の
方
々

が
安
心
で
き
る
よ
う
、
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
山や
ま
あ
い間
の
畑
地
域
や
点
在
す

る
被
災
農
地
な
ど
の
復
旧
も
、
引
き

続
き
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
治
山
事
業
は
、
治
山
激
甚
災
害
対

策
特
別
緊
急
事
業
（
激
特
事
業
）
が

計
画
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
森
林
経
営
計
画
と
併
せ
、
林

内
の
路
網
整
備
や
列
状
間
伐
を
行

経 済 関 係 の 主 な 事 業

（１）農林畜産業の振興　　　　
〇農業振興
●農道整備事業　2,800万円
●県営経営体育成基盤整備事業水路工事負担金事業　1,142万円
●熊本県農地・水・環境保全協議会補助事業　3,431万円
●農地・水保全管理支払交付金事業　8,248万円
●�中山間地域総合整備事業県営事業負担金（三野・八反
田地区）　2,640万円
●中山間地域総合整備事業県営事業負担金（２期分）　690万円
●経営所得安定対策推進事業　1,234万円
●青年就農者支援事業　1,200万円
〇畜産振興
●阿蘇あか牛草原再生補助事業　2,505万円
●家畜導入事業補助事業　930万円
●家畜導入事業資金供給事業補助事業　1,104万円
●�牛異常産予防接種補助、放牧寄生虫駆除薬補助、赤牛
産直素牛導入補助　839万円
●草千里ヶ浜池牛馬飲用水対策工事　500万円
〇林業振興　
●森を育てる間伐材利用推進事業補助事業　2,620万円
●林道整備事業　1,802万円
●森林整備地域活動支援交付金事業補助金　1,600万円
●森林総合研究所分収造林事業業務委託事業　1,400万円
〇災害復旧事業
●農業用施設等災害復旧事業　3億 539万円
●林業用施設等災害復旧事業　520万円
※平成 24年度からの繰越分
●農業用施設等災害復旧事業　9億 2,740万円
●林業用施設等災害復旧事業　6,060万円

（２）商工・観光・地域づくりの推進
●商工会・観光団体等補助事業　3,046万円
●商店街活性化補助事業（空家等対策事業）　683万円
●阿蘇観光戦略づくり委託事業　360万円
●阿蘇の花の祭典補助事業　700万円
●地域振興型イベント補助事業　1,500万円
●国内・海外観光客誘致事業　300万円
●阿蘇「草・観・然」活性化事業補助金　4,194万円
●観光案内板工事　200万円
●阿蘇山公園道路管理事業　8,596万円　
●健康づくりの郷推進補助事業　950万円
●人づくり・地域づくり補助事業　502万円
●緊急雇用創出基金事業　3,955万円

平成 25 年度　施政方針 ― administrative policy

急ピッチで建設が進む阿蘇中央病院



い
、
災
害
に
強
い
、
よ
り
安
全
な
環

境
整
備
の
充
実
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　
観
光
と
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
よ
り
資
源
活
用
を
実
感
す
る
発

展
的
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
日
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
阿
蘇
山
観
光
の
充

実
、
温
泉
の
魅
力
、
雄
大
な
景
観
保

全
と
地
域
、
草
原
再
生
に
、
引
き
続

き
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

　
加
え
て
、
被
災
し
た
豊
肥
本
線
の

早
期
復
旧
（
８
月
４
日
運
転
再
開

予
定
）、
歴
史
、
観
光
施
設
、
温
泉
、

道
の
駅
、
体
験
型
観
光
（
各
種
ツ
ー

リ
ズ
ム
）
な
ど
を
含
め
、
文
化
的
資

源
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
地
域
の

方
々
と
の
交
流
が
生
ま
れ
る
滞
在
型

観
光
、地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
特
に
10
月
か
ら
運
行
が
予
定
さ
れ

て
い
る
豪
華
寝
台
特
急「
な
な
つ
星
」

へ
の
期
待
は
大
き
く
、
阿
蘇
駅
に
数

時
間
滞
在
す
る
こ
と
か
ら
、
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
（
お
も
て
な
し
）
の
機
運

と
注
目
度
を
高
め
る
情
報
発
信
に
取

り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、入
湯
税
を
財
源
と
し
た「
鉱

泉
源
施
設
管
理
運
営
補
助
金
」
は
、

目
的
税
で
あ
る
と
い
う
原
点
に
返

り
、
再
生
と
飛
躍
の
取
り
組
み
に
活

力
を
注
ぐ
、
阿
蘇
「
草
・
観
・
然
」

活
性
化
補
助
金
と
し
て
展
開
を
し
て

い
き
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ　

　
昨
年
７
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
っ

て
、
ズ
タ
ズ
タ
に
な
っ
た
生
活
基
盤

の
立
て
直
し
に
、
今
、
全
力
投
入
し

な
が
ら
、
復
旧
か
ら
未
来
へ
と
繋
が

る
社
会
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
決
意
し

て
い
ま
す
。

　
山
腹
崩
壊
は
治
山
事
業
で
行
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
砂
防
、
黒
川
河

川
の
復
旧
事
業
に
つ
い
て
も
、
県
直

轄
事
業
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
治
山
・
砂
防
事

業
は
今
日
ま
で
ほ
と
ん
ど
着
手
さ
れ

て
い
な
い
現
状
で
す
。

　
黒
川
河
川
の
激
特
事
業
は
「
輪
中

堤
、
遊
水
池
、
嵩
上
げ
」
が
中
心
で

す
。
し
か
し
、
い
ま
だ
十
分
な
住
民

の
方
々
の
合
意
を
得
ら
れ
て
お
ら

ず
、
早
期
に
丁
寧
な
協
議
の
場
を
設

け
て
い
た
だ
き
た
い
と
望
ん
で
い
ま

す
。

　
ま
た
、
被
災
地
で
あ
る
古
城
地
区

の
生
活
道
路
に
つ
い
て
も
、
県
か
ら

バ
イ
パ
ス
構
想
が
早
々
に
打
ち
出
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
い
ま
だ
明
確
な
方

針
が
示
さ
れ
ず
、
災
害
計
画
に
沿
っ

た
市
の
方
向
性
が
出
せ
な
い
と
い
う

事
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
市
と
し
て
は
、
阿
蘇
市

幹
線
道
路
（
通
称
８
ｍ
道
路
）
の
機

能
を
よ
り
高
め
る
た
め
、
防
災
避
難

道
を
意
識
し
た
生
活
路
線
の
要
と
し

て
、
現
行
計
画
に
加
え
、
両
山
橋
交

差
点
か
ら
古
城
２
区
の
集
落
を
結
ぶ

路
線
、
内
牧
中
央
線
と
８
ｍ
道
路
を

結
ぶ
路
線
の
整
備
計
画
に
着
手
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
橋
梁
に
つ
い
て
も
、
地
震

及
び
老
朽
化
対
策
の
長
寿
命
化
修
繕

計
画
を
策
定
し
、災
害
に
堪
え
得
る
、

よ
り
安
全
性
と
通
行
に
支
障
を
与
え

な
い
必
要
な
整
備
を
進
め
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
民
間
住
宅
へ
の
耐
震
診
断

事
業
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
特
に
画
期
的
な
こ
と
は
、
国
か
ら

国
道
57
号
滝
室
坂
の
ト
ン
ネ
ル
化
の

実
施
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

平
成
５
年
か
ら
大
分
県
と
連
携
し
て

き
た
中
九
州
高
規
格
道
路
期
成
会
活

動
は
、
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
お
お
む
ね
８
年
以

内
に
開
通
を
目
指
す
意
向
で
す
が
、

本
市
と
し
て
は
、
測
量
、
用
地
買
収

な
ど
関
係
す
る
事
業
に
積
極
的
に

国
・
県
と
連
携
協
力
し
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
早
期
開
通
を
目
指
し
関

与
し
て
い
き
ま
す
。生

活
環
境　

　
自
然
環
境
と
豊
か
な
資
源
、
快
適

な
住
民
生
活
の
整
備
に
つ
い
て
、
総

合
的
・
計
画
的
な
環
境
施
策
を
行
う

た
め
「
阿
蘇
市
環
境
基
本
計
画
」
を

策
定
し
、
自
然
と
共
生
す
る
環
境
都

市
の
実
現
と
優
れ
た
景
観
を
保
全
す

る
た
め
、平
成
26
年
度
を
目
途
に「
阿

8広報 あそ
2013.07

インフラ関係の主な事業

（１）地域交通などの整備　　　　　　
〇道路などの整備
●市道維持・新設改良事業　2億 9,674万円
●幹線道路（市道支線・広域農道分）整備事業

　1億 4,030万円
●河川・橋梁維持改修事業　1億 5,537万円
〇公共交通の整備
●地方バス運行等特別対策補助事業　6,350万円
●乗合タクシー運行補助事業　475万円

（２）災害復旧事業　　
●河川等災害復旧事業　10億 2,480万円
●歴史の道豊後街道災害復旧事業　9,220万円
※平成 24年度からの繰越分
●河川等災害復旧事業　7億 3,999万円
●その他公共用施設災害復旧事業　1億 8,018万円

平成 25 年度　施政方針administrative policy ― 

ことし 4 月に完成した阿蘇駅前の噴水広場



蘇
市
景
観
計
画
」
及
び
「
阿
蘇
市
景

観
条
例
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
本
年
の
下
水
道
事
業
は
、
管
渠
整

備
を
坊
中・南
黒
川
地
区
に
計
画
し
、

建
設
中
の
「
阿
蘇
中
央
病
院
」
も
含

め
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
浄
化

セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化
計
画
は
、
来
年

度
か
ら
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
ト
ラ

ブ
ル
や
事
故
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
幹

線
管
渠
の
改
修
整
備
を
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
営
住
宅
に
つ
い
て
、
国

の
有
利
な
補
助
金
「
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
」
を
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
の
で
、
懸
案
の
新
小
里

団
地
、
池
尻
団
地
の
各
３
棟
目
の
建

設
を
行
い
、年
度
内
入
居
を
目
指
し
、

既
存
の
市
営
住
宅
は
、
ス
ト
ッ
ク
改

善
事
業
計
画
で
改
修
を
行
い
、
市
営

住
宅
の
維
持
保
全
に
努
め
ま
す
。

教　
育　

　
子
ど
も
た
ち
が
、
安
全
で
安
心
し

て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
に
一
層
力
を

注
い
で
い
き
ま
す
。
学
校
施
設
の
安

全
対
策
は
、
引
き
続
き
阿
蘇
西
小
学

校
校
舎
・
山
田
小
学
校
体
育
館
の
耐

震
補
強
改
修
工
事
、
ま
た
一
の
宮
中

学
校
校
舎
に
つ
い
て
は
耐
震
補
強
と

併
せ
、
北
側
校
舎
の
大
規
模
改
修
工

事
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
計
画
さ
れ
て
い
る
学
校
規
模
適
正

化
は
、子
ど
も
た
ち
が
切
磋
琢
磨
し
、

生
き
る
力
、
豊
か
な
感
性
を
身
に
つ

け
成
長
し
て
い
く
環
境
づ
く
り
と
学

力
向
上
の
た
め
、
一
の
宮
中
校
区
の

小
学
校
統
合
計
画
に
基
づ
き
、
平
成

28
年
４
月
開
校
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
と
家
庭
、
地
域
住
民

の
方
々
と
共
に
連
携
協
力
し
な
が
ら

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
を
更
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
力
向
上
を

目
指
し
今
年
度
か
ら
、
年
に
数
回
の

土
曜
日
の
半
日
授
業
を
試
行
し
て
い

き
ま
す
。

　
５
年
目
を
迎
え
る
、
阿
蘇
世
界
文

化
遺
産
推
進
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
顕

著
な
普
遍
的
価
値
を
証
明
す
る
調

査
・
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今

後
は
、
世
界
文
化
遺
産
の
登
録
基
準

へ
の
適
合
、
資
産
の
真
正
性
、
完
全

性
を
証
明
す
る
た
め
、
踏
み
込
ん
だ

協
議
を
進
め
、
世
界
文
化
遺
産
と
し

て
「
阿
蘇
」
を
守
る
景
観
条
例
並
び

に
景
観
保
全
計
画
の
素
案
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

終
わ
り
に　

　
今
年
は
復
興
元
年
と
し
て
防
災
に

強
い
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
後
、
防
災
の
体
制
を
よ
り

強
化
し
、
住
民
の
方
々
と
と
も
に
災

害
の
恐
さ
を
よ
り
共
通
認
識
し
、

●�

危
険
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
、
自
発

的
に
避
難
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

●�

日
頃
よ
り
、
危
険
な
場
所
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
非
常
時
の
安
全

な
避
難
経
路
を
確
保
し
て
い
た

だ
く
こ
と

●�

気
象
情
報
、
市
か
ら
の
情
報
に
つ

い
て
、
注
意
深
く
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と

な
ど
を
お
願
い
し
、
市
と
し
て
も
万

全
の
態
勢
で
、住
民
の
方
々
の
安
全・

安
心
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
は
昨
年
、
大
災
害

に
遭
い
、
火
山
も
抱
え
て
い
ま
す
。

県
・
専
門
的
機
関
を
通
じ
「
全
国
土

砂
災
害
防
止
の
集
い
」
全
国
大
会
、

「
２
０
１
４
火
山
砂
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

全
国
大
会
の
招
致
に
向
け
、
積
極
的

な
活
動
を
行
い
、
防
災
に
対
す
る
取

り
組
み
を
本
市
一
丸
と
な
り
推
進
し

て
い
き
ま
す
。　
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生活環境関係の主な事業

（１）市営住宅の保全　　　　　　
●市営住宅整備事業　7,918万円

（２）生活環境の整備
●�阿蘇広域行政事務組合負担金（火葬、ＲＤＦ
施設、リサイクル施設、最終処分場、し尿処
理）　8億 2,738万円
●合併処理浄化槽設置整備事業費補助事業

　4,712万円
●ごみ収集運搬及びごみ処理事業　4,209万円
●上水道・簡易水道整備事業　4億 2,779万円
●下水道整備事業　5億 2,411万円
●ASO環境共生基金事業　235万円
●�交通安全対策事業（交通指導員、ガードレー
ル、カーブミラー設置など）　1,741万円
●住宅・建築物耐震診断補助事業　86万円

教 育 関 係 の 主 な 事 業

（１）学校教育などの充実　　
●一の宮中校区小学校統合事業　1億 200万円
●一の宮中学校旧体育館解体等工事　4,500万円　
●英語指導助手費用　1,138万円
●給食センター運営費用　2億 355万円　
●図書館運営費用　7,474万円

（２）生涯学習の充実・文化の振興　
●文化協会・郷土芸能保存活動補助事業　208万円
●阿蘇市子ども芸術祭実行委員会補助事業　200万円
●生涯学習及びスポーツ振興事業　1,376万円
●世界遺産登録推進事業　3,215万円
●�公民館活動費用（分館活動・地区公民館整備補助など）　1,624万円

（３）社会体育・スポーツの充実　
●体育施設維持管理運営費用　1億 1,679万円
●火の国・阿蘇クロスカントリー大会補助事業　180万円
●火の山旗スポーツ大会補助金　150万円
●�農村公園あぴか陸上競技場・弓道場トイレ配管改修及
びトラック補修工事　499万円
●波野グラウンドトイレ改修工事　101万円
●アゼリア 21自動制御装置改修工事　254万円

平成 25 年度　施政方針 ― administrative policy

問い合わせ
《予算に関すること》

　財政課 ☎２２ ‐ ３２０４

《施政方針に関すること》
　総務課 ☎２２ ‐ ３１１１



第 23 回 参議院議員通常選挙
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第 23 回 参議院議員通常選挙

７月２１日 ( 日 )
午前７時～午後６時まで

投票日

時　間
※荻の草、舞谷、深葉は午後４時まで

投
票
の
種
類
と
方
法

①
選
挙
区
選
挙

　

 

投
票
し
た
い
候
補
者
の
名
前

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

②
比
例
代
表
選
挙

　

 

投
票
し
た
い
候
補
者
名
ま
た

は
政
党
名
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。（
候
補
者
名
は
比
例
代

表
名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の
）

期
日
前
投
票

●
場
所
と
期
間

▼
阿
蘇
市
役
所

　

７
月
５
日
金
～
20
日
土

▼
内
牧
支
所
・
波
野
支
所

　

７
月
13
日
土
～
20
日
土

●
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

●�

持
参
物　

入
場
券
（
無
く
さ

れ
た
方
、
届
い
て
い
な
い
方

も
選
挙
権
が
あ
れ
ば
投
票
で

き
ま
す
。）

不
在
者
投
票

●�

他
の
市
区
町
村
で
行
う
不
在

者
投
票

▼ 

阿
蘇
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
が
、
出
張

な
ど
で
投
票
日
ま
で
他
の
市

区
町
村
に
滞
在
す
る
場
合

は
、
滞
在
地
の
市
区
町
村
選

挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

▼ 

郵
便
な
ど
で
の
や
り
取
り
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
手

続
き
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●�

指
定
病
院
な
ど
で
行
う
不
在

者
投
票

▼ 

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設

と
し
て
、
指
定
を
受
け
た
病

院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院
（
入
所
）
中
の
方
は
、
そ

の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
の
で
、
早
め
に
施
設

長
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

▼ 

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
一

定
の
要
件
に
該
当
さ
れ
る
方

や
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の

要
介
護
区
分
が
要
介
護
５
で

あ
る
方
で
郵
便
投
票
証
明
書

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の

み
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼ 

郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
は

申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
選
挙
管

理
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
そ
の
他

▼ 

期
日
前
投
票
期
間
中
に
19
歳

の
方
（
選
挙
当
日
ま
で
に
20

歳
に
な
る
方
）
は
、
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。　

選挙当日の投票場所一覧
地区 投票区 地区又は行政区名 投票所名

一
の
宮
地
区

１ 町区、北区、東２区、西１区、西３区、塩塚 阿蘇市役所
２ 古神区、西２区、東１区、東３区 社会教育センター（一の宮体育館）
３ 分区 農業構造改善センター（分区公民館）
４ 坂梨、中坂梨 坂梨公民館
５ 古城地区 古城公民館★
６ 中通地区（荻の草、舞谷を除く） 中通公民館
７ 荻の草、舞谷 荻の草公民館

阿
蘇
地
区

８ 内牧１区、３区、４区、５区、小里、茗ヶ原 阿蘇公民館（阿蘇体育館駐車場の道路向かい）
９ 南宮原、湯浦、西湯浦、西小園 ふれあいプラザ北外輪
１０ 深葉 旧内牧小学校深葉分校
１１ 内牧２区、成川、折戸、宇土、浜川 内牧支所
１２ 狩尾地区 狩尾２区公民館
１３ 永草、枳、赤水、車帰、跡ヶ瀬、的石 阿蘇西小学校体育館
１４ 下西黒川、乙姫、黒川千丁 乙姫公民館
１５ 東黒川、坊中、南黒川、元黒川、北黒川、上西黒川 阿蘇小学校体育館（旧碧水小）
１６ 西町、竹原、蔵原 竹原公民館
１７ 役犬原地区 コミュニティーセンター
１８ 山田地区 阿蘇市地域農業再生協議会会議室

波
野
地
区

１９ 楢木野、赤仁田、山崎、仁田水、中江、滝水 波野支所
２０ 小園、小地野、笹倉 なみの高原やすらぎ交流館★
２１ 立塚、横堀、遊雀、中道 農村婦人の家
２２ 坂の上、大道 高齢者コミュニティセンター福寿荘

★印は、前回と場所が違うのでご注意ください。

選挙管理委員会事務局　☎２２－３２３９
　（お知らせ端末）　　　☎２２－３２３９
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Ａ
Ｓ
Ｏ
環
境
共
生
基
金
に

は
、
平
成
24
年
度
も
引
き

続
き
全
国
の
企
業
や
団
体
、
個
人
の

皆
さ
ま
か
ら
阿
蘇
に
対
す
る
想
い
を

寄
付
と
い
う
形
で
た
く
さ
ん
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
基
金
を
活
用
し
、
次
の
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①�

阿
蘇
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
中
心
に
し
た
環
境
教
育
事
業

②�

阿
蘇
に
自
生
す
る
貴
重
な
野
生
植

物
の
保
護
事
業

③�

阿
蘇
山
上
の
草
原
再
生
等
事
業

　
今
後
も
、
な
お
一
層
阿
蘇
の
自
然

環
境
の
維
持
・
保
全
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
の
で
、皆
さ
ま
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

延べ数

総　額

1,422 件

35,146,357 円

平成 24年度までの寄付額

　
　 

子
ど
も
た
ち
へ
の

　
　
環
境
教
育
事
業

❶
自
然
観
察
・
学
習
会

　

�

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

阿
蘇
の
自
然
の
貴
重
さ
や
素

晴
ら
し
さ
を
教
え
る
自
然
観

察
・
学
習
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

❷
阿
蘇
の
草
原
学
習

　

�

草
原
の
維
持
・
保
全
の
担
い

手
を
育
て
よ
う
と
阿
蘇
草
原

再
生
協
議
会
と
連
携
し
小
学

校
で
の
学
習
を
進
め
て
い
ま

す
。

❸
草
原
環
境
学
習
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成

　
�
阿
蘇
の
重
要
な
自
然
環
境
で

あ
る
草
原
を
紹
介
し
た
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
作
成
し
ま
し
た
。
熊
本

県
内
の
全
小
中
学
校
に
配
布

し
て
お
り
、
阿
蘇
の
草
原
環

境
学
習
の
副
教
材
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
希
少
野
生
植
物
の

　
　
保
護
事
業

❶
希
少
植
物
の
栽
培

　

�

阿
蘇
だ
け
に
見
ら
れ
る
貴
重

な
植
物
が
、
減
少
や
絶
滅
の

危
機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
種
の
絶
滅
の
回
避
と
次

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
環

境
教
育
を
兼
ね
て
、
市
内
の

小
学
校
で
希
少
植
物
の
栽
培

を
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

「
阿
蘇
の
自
然
を
愛
護
す
る

会
」
と
連
携
し
、
国
立
阿
蘇

青
少
年
交
流
の
家
野
草
園
で

も
同
様
の
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

❷
生
物
多
様
性
の
保
全

　

�

阿
蘇
の
草
原
に
は
ホ
ッ
ト
ス

ポ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
特
に
重

要
で
広
大
な
湿
地
が
あ
り
、

そ
の
湿
地
の
保
全
に
向
け
生

育
分
布
調
査
、
専
門
家
に
よ

る
保
全
構
想
と
計
画
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　
阿
蘇
山
上
の

　
　
草
原
再
生
等
事
業

　

�

阿
蘇
山
上
一
帯
に
は
、
美
し

い
自
然
景
観
が
数
多
く
あ
り

ま
す
が
、
野
焼
き
が
滞
り
荒

れ
た
草
原
、
手
入
れ
さ
れ
な

い
山
林
な
ど
に
よ
り
、
自
然

景
観
を
損
ね
る
だ
け
で
な

く
、
そ
こ
に
自
生
す
る
希
少

野
生
植
物
の
生
育
に
も
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

自
然
景
観
の
改
善
を
優
先
に

杉
林
を
伐
採
し
再
生
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

㊤�杵島岳山頂
から見る草
千里の説明
㊨�野草の苗を

植える児童
たち

寄 付

　寄付のお申し込みは随時
受付けています。ＡＳＯ環
境共生基金への寄付は、個
人・法人ともに税の優遇制
度が受けられます。
●企業の場合
　寄付は法人税の優遇措置
が受けられます。寄付金の
全額が損金算入できます。
●個人の場合
　寄付は“ふるさと納税制
度”の適用が受けられま
す。一定の限度内で寄付を
すると、寄付金のうち２千
円を超える部分の金額が所
得税と住民税から控除され
ます。

１

２

３

伐採前

伐採後

ＡＳＯ環境共生基金事業報告 住環境課 都市・環境係
☎２２ ‐ ３１６９

Ａ
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国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ

Ａ
Ｏ
）
国
際
会
議
が
５

月
29
日
か
ら
４
日
間
、
石
川
県

で
開
催
さ
れ
、
阿
蘇
地
域
世
界

農
業
遺
産
推
進
協
議
会
（
河
津

修
司
会
長
：
南
小
国
町
長
）
が

申
請
し
て
い
た
「
阿
蘇
の
草
原

の
維
持
と
持
続
的
農
業
」
が
、

世
界
農
業
遺
産
と
し
て
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　
世
界
最
大
級
の
カ
ル
デ
ラ
周

辺
に
広
が
る
草
原
を
利
用
し
た

放
牧
や
採
草
、
野
焼
き
に
よ
っ

て
自
然
を
維
持
し
て
き
た
こ
と

に
よ
り
、
生
物
多
様
性
や
農
村

景
観
を
保
全
す
る
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
本
会
議
で
は
、
静
岡
県
掛
川

地
域
と
大
分
県
国
東
地
域
も
併

せ
て
認
定
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
認

定
さ
れ
て
い
た
新
潟
県
佐
渡
市

と
石
川
県
能
登
地
域
の
２
ヵ
所

を
含
め
て
、
国
内
で
は
５
ヵ
所

が
登
録
と
な
り
ま
し
た
。（
世

界
で
は
11
ヵ
国
25
地
域
）

　
今
回
の
認
定
に
よ
り「
阿
蘇
」

の
国
際
的
知
名
度
が
高
ま
り
、

農
業
遺
産
を
農
業
・
観
光
振
興

な
ど
に
活
用
し
、
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
に
よ
る
販
売
促
進
や

担
い
手
育
成
、
新
規
就
農
者
増

加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

㊤雄大な草原が広がる外輪山（黒川）
㊦野焼きによって守られる阿蘇の草原

阿蘇地域が世界農業遺産に認定

県
税
務
職
員
派
遣
、
協
定
を
締
結

県
税
、
市
税
の
徴
収
を
強
化

６
月
４
日
、
熊
本

県
と
阿
蘇
市
が

共
同
で
県
・
市
税
を
徴

収
す
る
協
定
を
締
結
、

市
役
所
で
辞
令
交
付
式

が
行
わ
れ
、
副
市
長
か

ら
県
税
務
職
員
に
辞
令

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
定
は
県
・
市
税
の

徴
収
率
向
上
を
目
的
に

平
成
22
年
度
か
ら
継
続

し
て
締
結
。
こ
れ
ま
で

県税務職員に辞令が交付されました

共
同
で
あ
ら
ゆ
る
財
産

調
査
の
も
と
、
家
宅
捜

索
な
ど
に
よ
り
差
押
え

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
本
年
度
は
阿

蘇
郡
６
町
村
と
も
併
任

徴
収
協
定
を
締
結
し
て

お
り
、
県
及
び
阿
蘇
郡

市
町
村
が
力
を
合
わ
せ

て
滞
納
整
理
業
務
に
取

組
ん
で
い
き
ま
す
。

阿蘇市議会
新議長に阿南誠蔵氏

６
月
阿
蘇
市
議
会
定

例
議
会
で
田
中
則

次
議
長
の
辞
職
が
承
認
さ

れ
、
選
挙
の
結
果
、
新
た

に
阿
南
誠
蔵
氏
（
竹
原
、

会
社
役
員
、
64
歳
）
が
議

長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　
同
氏
は
議
員
歴
４
期
14

年
で
、
阿
蘇
広
域
行
政
事

務
組
合
議
会
副
議
長
も
務

め
て
い
ま
す
。



ＦＬＡＳＨ　  ＥＷＳN

13 広報 あそ
2013.07

　
昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
で

土
砂
災
害
な
ど
の
被
害
が
大

き
か
っ
た
古
城
地
区
※
を
対

象
に
６
月
８
日
、
避
難
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
民
の

防
災
意
識
の
高
揚
と
、
市
や

関
係
機
関
と
の
情
報
連
絡
体

制
な
ど
の
確
立
を
図
る
こ
と

が
目
的
。

　
訓
練
で
は
、
阿
蘇
地
方
に

大
雨
洪
水
警
報
が
発
令
さ

れ
、
の
ち
に
集
中
豪
雨
に
よ

り
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発

令
さ
れ
た
と
の
想
定
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

サ
イ
レ
ン
と
と
も
に
避

難
勧
告
、
避
難
指
示
が
放

送
さ
れ
る
と
１
３
７
世
帯
、

２
２
２
人
が
一
の
宮
体
育
館

に
避
難
。
訓
練
を
通
じ
て
分

か
っ
た
課
題
な
ど
も
あ
り
、

実
際
に
起
こ
り
う
る
緊
急
時

の
備
え
と
し
て
、
大
変
意
味

の
あ
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
他
地
域
で
も
順

次
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

災
害
に
備
え
て
―

古
城
地
区
を
対
象
に 

避 

難 

訓 

練

時系列で振り返る避難訓練

9時 00分　大雨洪水警報発令

防災行政無線やお知らせ端末、ASO
安心安全メールで、市民に一斉に情報
を伝達。市役所内では避難所開設のた
めの準備が始まった。

※古城地区・・・古城１区、２区、３の 1区、３の 2区、4区が対象

9 時 20 分　大雨情報の受信

時間雨量 80mmの大雨情報が入り、
各区長や消防団第 4分団長に情報を伝
達。地域の巡回要請や異常報告の依頼
を行い、パトロールに向かった。

9 時 30 分　避難勧告を発令

避難勧告発令を防災行政無線などで市
民に伝達。避難所では受け入れ体制を
整え、消防団は地域で避難の呼びかけ
などを行った。

9 時 45 分　避難指示を発令

避難指示を発令し伝達すると、市民は
避難ルートを確認しながら避難所に向
かった。市役所では災害対策本部を立
ち上げ全職員召集を指示した。

10 時 30 分　大雨洪水警報解除

1避難場所に向かう市民　2避難訓練後に行
われた防災講演会。「自分の住んでいる地域
を知ることが防災のスタートライン」と講師
の県危機管理防災課 白鳥満

みちひろ
啓氏　3災害対

策本部で現場の状況を確認　4市民へ避難を
呼びかけるよう団員に指示する藤岡周治第 4
分団長。「いかに地域住民に情報を伝達する
かが重要」と話した　5避難者の状況を把握
するための避難者名簿に記入する市民　6避
難所に集まった市民。「また昨年のような豪
雨がいつくるかわからないので、早め早めの
行動が大切」「こういう訓練を積み重ねて有
事に備えたい」「昨年の豪雨時には逃げよう
と思っても逃げられなかった。避難経路を確
保するため道路を作ってもらいたい」などの
声が聞かれた

１２４

５

３

６
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旧
一
の
宮
町
議
会
、
阿

蘇
市
議
会
議
員
を
４
期
16

年
の
永
き
に
わ
た
り
歴
任

し
、
地
方
自
治
の
進
展
に

功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、

故
甲
斐
正
巳
氏
が
旭
日
単

光
章
を
授
章
さ
れ
６
月
14

日
、
市
役
所
で
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
甲
斐
氏
は
、
平
成
３
年

に
旧
一
の
宮
町
議
会
議
員

に
初
当
選
。
平
成
11
年
に

は
町
議
会
議
長
を
務
め
、

平
成
14
年
に
阿
蘇
中
部
４

町
村
合
併
推
進
協
議
会
が

まちの話題の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

設
置
さ
れ
る
と
同
協
議
会

の
委
員
に
就
任
、
在
任
中

の
尽
力
に
よ
り
町
村
合
併

協
定
調
印
式
を
迎
え
る
に

至
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
15
年
か
ら

は
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組

合
議
員
、
平
成
17
年
か
ら

の
２
年
間
は
同
組
合
議
長

を
務
め
る
と
、
汚
泥
再
生

処
理
セ
ン
タ
ー
施
設
建
設

事
業
の
推
進
を
積
極
的
に

支
持
し
、「
大
阿
蘇
環
境

セ
ン
タ
ー
蘇
水
館
」
の
稼

働
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

故
甲
斐
正
巳
氏
に
旭
日
単
光
章

地
方
自
治
の
進
展
に
功
績

　
坂
梨
の
イ
チ
ゴ
農
家
岡

田
孝
七
さ
ん
が
６
月
18

日
、
坂
梨
保
育
園
の
園
児

を
イ
チ
ゴ
園
に
招
待
。
年

中
、
年
長
児
21
人
が
イ
チ

ゴ
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
岡
田
さ
ん
は
約
20
ア
ー

ル
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で

イ
チ
ゴ
を
栽
培
。
子
ど
も

た
ち
の
食
育
に
役
立
て
て

も
ら
お
う
と
、
毎
年
同
園

児
と
坂
梨
小
学
校
の
児
童

を
招
待
し
て
い
ま
す
。

　
園
児
た
ち
は
ハ
ウ
ス
に

入
る
と
「
甘
く
て
い
い
匂

い
が
す
る
」
と
大
喜
び
。

岡
田
さ
ん
か
ら
イ
チ
ゴ
の

採
り
方
を
習
っ
た
あ
と
、

赤
く
色
付
い
た
実
を
探
し

「
あ
っ
た
！
」
と
歓
声
を

上
げ
な
が
ら
摘
み
採
っ
て

い
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
約
10
キ
ロ
の

イ
チ
ゴ
は
お
土
産
に
い
た

だ
き
、
園
の
お
や
つ
や
ジ

ャ
ム
づ
く
り
に
使
い
ま
す
。

甘
い
イ
チ
ゴ
に
大
喜
び

園
児
を
イ
チ
ゴ
狩
り
に
招
待

坂
梨
の
岡
田
孝
七
さ
ん

災害に対する心構えを
第1回防災講座

　
一
人
ひ
と
り
の
災
害
に

対
す
る
危
機
意
識
を
高
め

よ
う
と
６
月
15
日
、
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
防

災
講
座
が
行
わ
れ
、
約
70

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
座
は
、
熊
本
県
生
涯

学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
と
市

が
共
同
で
開
催
し
た
も
の

で
「
あ
な
た
は
避
難
し
ま

す
か
？
い
ざ
と
い
う
と
き

に
心
の
備
え
」
と
題
し
、

熊
本
県
立
大
学
教
授
の
明

石
照
久
氏
が
講
演
。
自
治

体
職
員
の
経
歴
を
持
つ
同

氏
は
、
平
成
７
年
に
発
生

し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
時

の
自
ら
の
体
験
を
も
と
に

「
巨
大
な
災
害
で
は
、
地

域
の
支
え
合
い
こ
そ
が
頼

り
に
な
る
。
日
頃
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と

人
と
の
つ
な
が
り
や
災
害

前
の
心
構
え
の
重
要
性
を

訴
え
ま
し
た
。

　
８
月
31
日
、
10
月
５
日

に
も
講
座
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

故甲斐正巳氏

講演する明石氏
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歯について楽しく学ぶ
第15回阿蘇の歯まつりin 阿蘇市

　
子
ど
も
の
虫
歯
予
防
を

テ
ー
マ
に
、
正
し
い
虫
歯

予
防
対
策
な
ど
を
学
ん
で

も
ら
お
う
と
６
月
15
日
、

阿
蘇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
第
15
回
阿
蘇
の
歯
ま
つ

り
（
阿
蘇
保
健
所
主
催
）

が
行
わ
れ
、
親
子
連
れ
な

ど
で
賑
い
ま
し
た
。

　
各
ブ
ー
ス
に
は
、
専
用

器
具
で
歯
の
汚
れ
を
落
と

す
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
、
人

気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
か
た

ど
っ
た
石
膏
の
色
塗
り
コ

ー
ナ
ー
な
ど
が
催
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
楽
し
み
な

が
ら
歯
の
健
康
に
つ
い
て

学
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
80
歳
で
20
本
以

上
の
健
康
な
歯
を
も
つ
人

を
表
彰
す
る
、
８
０
２
０

健
診
優
秀
者
の
表
彰
も
合

わ
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

阿
蘇
市
の
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

阿蘇郡市8020最優秀者
石田　武さん (80 歳 )

　このたびはこのような賞をいただくことができ
て、とても光栄に思います。小学校の皆勤賞から
人生で２度目の表彰となります。
　歯について特に気をつけていることはありませ
んが、甘いものは一切食べません。現在もむし歯
はなく、健康に生活することができています。こ
の年になっても自分の歯があることが嬉しいです。

氏名 年齢 行政区 氏名 年齢 行政区 氏名 年齢 行政区
石 田 　 武 80 上西河原 佐 藤  昭 三 83 狩尾 2 区 室屋 ツジ子 93 竹原
市 原  四 雄 82 分２区 佐藤 ミエ子 81 狩尾 2 区 森  タ ド ル 85 下役犬原
上島 トキエ 81 永草 中 嶋  正 光 80 成川 森  美 智 子 83 道尻
江 藤  敏 幸 82 北黒川 長 濵  典 雄 84 上西黒川 山部 サダエ 88 塩塚
江 藤  光 則 84 上西黒川 古 寺  又 美 83 古神 2 区 山本 ミヨ子 88 赤水
久保 サヨ子 86 今町 古寺 ミツコ 81 古神 2 区 和田 きみ子 80 本村
酒 井  國 夫 90 桜町 益 田  久 己 83 跡ヶ瀬
坂 梨  直 子 83 内牧 4 区 松 永  幸 子 80 乙姫

●８０２０達成者一覧（敬称略、順不同）

スタッフから指導を受けて、懸命に歯の汚れを
落としました

おめでとうございま
す！

３２本の健康な歯！

野
焼
き
や
災
害
避
難
時
の
物
品
を
整
備

― 

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業 

―

　
車
帰
区
が
こ

の
ほ
ど
、
野
焼

き
や
災
害
時
に

使
用
す
る
動
力

噴
霧
器
や
発
電

機
・
灯
光
機
な

ど
を
、
宝
く
じ

の
助
成
金
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
）
を
活

用
し
、
整
備
し

ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事

業
は
、
地
域
社

会
の
健
全
な
発

展
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
社
会
貢
献
広
報
事

業
費
を
財
源
と
し
て
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
助
成
を
行
う
も

の
で
す
。

　
車
帰
区
の
山
本
孝
德

区
長
は
、「
動
力
噴
霧

器
の
導
入
で
、
円
滑
に

野
焼
き
作
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、

災
害
時
に
住
民
が
安
心

し
て
避
難
所
生
活
が
送

れ
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

※年齢は表彰をした 6月 15日時点。
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阿
蘇
の
雄
大
な
外
輪
山

を
走
る
コ
ー
ス
を
舞
台
に

行
わ
れ
る
阿
蘇
カ
ル
デ
ラ

ス
ー
パ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
６
月
２
日
行
わ
れ
、
過

去
最
多
の
１
７
７
５
人
以

上
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
阿

蘇
の
大
地
を
駆
け
巡
り
ま

し
た
。

　
本
大
会
は
、
阿
蘇
広
域

行
政
事
務
組
合
主
催
で
行

わ
れ
る
も
の
で
、
50
㌔
と

１
０
０
㌔
の
２
コ
ー
ス
を

設
定
。
高
低
差
５
０
０
ｍ

を
超
え
る
難
コ
ー
ス
と
し

て
、
平
成
２
年
の
大
会
開

始
以
来
、
徐
々
に
知
名
度

も
上
が
り
全
国
各
地
か
ら

ラ
ン
ナ
ー
が
集
う
人
気
の

大
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
23
回
目
を
迎
え

た
今
大
会
は
、
と
き
お
り

激
し
い
雨
が
降
る
あ
い
に

く
の
天
気
と
な
り
ま
し
た

が
、
雨
風
を
も
の
と
も
せ

ず
力
強
く
走
る
ラ
ン
ナ
ー

に
、
沿
道
か
ら
温
か
い
声

援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
阿
蘇
市
か
ら
は
16
人
の

ラ
ン
ナ
ー
が
完
走
。
今

回
、
20
回
目
の
出
場
と
な

っ
た
山
本
眞
一
さ
ん
（
西

小
倉
）
は
、
災
害
か
ら
の

復
興
を
願
い
力
走
し
、
沿

道
か
ら
の
声
援
に
応
え
見

事
１
０
０
㌔
完
走
を
果
た

し
ま
し
た
。

高低差500mの難コースに過去最多のランナーが挑む
第23回阿蘇カルデラスーパーマラソン大会

沿道からの声援に応えながら力走
する山本さん（波野支所付近にて）

● 100㌔男子
　　山本　眞一
　　川路　輝彦
● 50㌔男子
　　山本　武史
　　松野　義信
　　北里　淳也
　　井　　大士
　　下村　将文
　　家入　諭
　　鷲津　進
　　大和　真二
　　堀川　淳
　　上野　太郎
　　牛尾　優佑
　　高日　健介
　　梶原　悠司
● 50㌔女子
　　堀川　美奈子

[ 阿蘇市の完走者 ]

災
害
か
ら
11
ヵ
月
ぶ
り
営
業
再
開

一
の
宮
町
温
泉
セ
ン
タ
ー

　
昨
年
の
豪
雨
災
害
で
被
災
し
休

館
し
て
い
た
一
の
宮
温
泉
セ
ン
タ

ー
（
一
の
宮
町
手
野
）
の
復
旧
工

事
が
完
了
し
６
月
５
日
、
約
11
ヵ

月
ぶ
り
に
営
業
を
再
開
し
ま
し
た
。

　
一
の
宮
温
泉
セ
ン
タ
ー
が
あ
る

手
野
地
区
は
、
昨
年
の
災
害
で
土

砂
崩
れ
や
浸
水
被
害
が
大
き
か
っ

た
地
区
。
そ
れ
ま
で
同
施
設
を
利

用
し
て
い
た
市
民
は
、
市
内
の
他

の
温
泉
施
設
を
利
用
す
る
な
ど
し

て
、
再
開
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま

し
た
。
再
開
初
日
に
は
待
ち
わ
び

た
常
連
客
が
多
数
訪
れ
「
や
っ
ぱ

り
こ
こ
の
風
呂
が
よ
か
！
」
と
久

し
ぶ
り
の
温
泉
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

隣
接
す
る
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
、

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
７
月
上
旬

に
再
開
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
元
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
同
施
設
。
多
く
の

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

同施設を管理する
市社会福祉協議会の後藤健蔵さん

　久しぶりにお客さんと再開でき
ることが何よりも嬉しい。７月に
は全施設が再開するので多くの人
に来てもらいたいです。

（敬称略）
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短
冊
に
交
通
安
全
の
願
い
を
込
め
て

交
通
安
全
七
夕
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
七
夕
に
合
わ
せ
て
ド
ラ

イ
バ
ー
に
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
よ
う
と
６
月
18

日
、
阿
蘇
警
察
署
で
阿
蘇

地
区
安
全
運
転
管
理
者
等

協
議
会（
渡
邉
富
廣
会
長
）

が
七
夕
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
こ
の
取
り
組
み
。
交
通

量
の
多
い
国
道
57
号
を
通

る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し

「
安
全
運
転
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
啓
発
チ
ラ
シ
な

ど
を
配
布
し
、
安
全
運
転

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
協
議
会
員
が

そ
れ
ぞ
れ
交
通
安
全
に
ち

な
ん
だ
願
い
事
を
短
冊
に

書
き
込
み
警
察
署
玄
関
に

飾
り
ま
し
た
。

　
事
業
所
に
５
台
以
上
車

両
が
あ
る
場
合
は
、
安
全

運
転
管
理
者
の
届
け
出
が

必
要
と
な
っ
て
お
り
、
渡

邉
会
長
は
「
未
加
入
事
業

者
に
対
し
て
加
入
を
呼
び

か
け
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

道路沿いで七夕飾りや啓発プレートを
持ってドライバーに安全運転を呼びか
けました

　

阿
蘇
警
察
署
で
は
６
月
４
日
、
阿
蘇

警
察
署
協
議
会
委
員
と
し
て
新
た
に
就

任
し
た
５
人
に
委
嘱
状
を
伝
達
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
警
察
署
長
の
諮
問
機

関
と
し
て
地
域
住
民
の
生
の
声
を
警
察

行
政
に
反
映
さ
せ
、
民
主
的
な
警
察
運

営
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
熊
本
県
公
安

委
員
会
が
委
嘱
す
る
も
の
で
す
。

　

警
察
行
政
や
運
営
の
あ
り
方
に
ご
意

見
、
ご
要
望
が
あ
る
方
は
、
身
近
な
委

員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
阿
蘇
警
察

署
で
は
、
ご
意
見
な
ど
を
基
に
、
明
る

く
開
か
れ
た
警
察
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

阿 蘇 警 察 署 協 議 会 か ら の お 知 ら せ

[ 委員の皆さん ]左から後藤吉信さん（滝水）、森下
幸美さん（西 1区）、森本由美子さん（産山村）、山
内ユリ子さん（内牧５区）、坂梨栄則さん（内牧１区）

　
玉
名
郡
長
洲
町
の
牛
島
辰
喜
さ
ん

か
ら
５
月
28
日
、
子
ど
も
達
の
学
習

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
飼
育
教
材

用
の
メ
ダ
カ
２
５
０
０
匹
が
市
内
小

学
校
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
牛
島
さ
ん
は
鑑
賞
魚
な
ど
の
養
魚

店
を
経
営
。
阿
蘇
で
の
営
業
活
動
が

縁
で
15
年
前
か
ら
学
校
に
メ
ダ
カ
を

贈
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
牛
島
さ
ん
と
息
子
の

浩
辰
さ
ん
静
子
さ
ん
夫
妻
、
知
人
で

内
牧
の
林
正
男
さ
ん
が
市
役
所
を
訪

問
。
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
メ
ダ
カ

を
阿
南
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　
牛
島
さ
ん
は
「
毎
年
子
ど
も
た
ち

が
喜
ん
で
く
れ
る
の
が
う
れ
し
い
。

メ
ダ
カ
の
飼
育
を
通
し
て
命
を
大
切

に
す
る
心
を
育
ん
で
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

命を大切にする心を育んで
市内小学校にメダカ2,500匹寄贈

阿南教育長にメダカを手渡す牛島さん（中
央）。右から林さん、静子さん、浩辰さん。
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まちの話題の情報は、総務課秘書広報係（☎ 22-3111）までお寄せください

　
大
阿
蘇
酪
農
組
合
女
性

部
（
山
本
さ
ゆ
り
部
長
）

は
６
月
６
日
、
牛
乳
販
売

促
進
の
一
環
で
行
う
「
父

の
日
に
は
牛ち

ち乳
を
贈
ろ

う
！
」
と
題
し
た
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
市
役
所
を
訪

れ
、
市
民
の
お
父
さ
ん
を

代
表
し
て
佐
藤
市
長
に
牛

乳
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

父
の
日
に
は
牛ち

ち乳
を
贈
ろ
う
！

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
父

の
日
に
合
わ
せ
て
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今

年
も
市
役
所
や
各
公
共
機

関
な
ど
で
、
販
売
促
進
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
牛
乳
に
は
脱
水
症
の
予

防
効
果
が
あ
る
と
の
こ
と

で
、
山
本
部
長
は
「
こ
れ

か
ら
の
季
節
に
は
ピ
ッ
タ

リ
。
ぜ
ひ
、
た
く
さ
ん
の

牛
乳
を
飲
ん
で
い
た
だ
き

た
い
」
と
牛
乳
の
消
費
拡

大
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

し
た
。

被災者を招待
火の山大阿蘇歌の祭典で復興支援

　
阿
蘇
災
害
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
第
13

回
火
の
山
大
阿
蘇
歌
の
祭
典
（
江
藤
昇
幸

代
表
）
が
６
月
２
日
、
阿
蘇
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
被
災
し

た
方
々
を
招
待
し
元
気
づ
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、

祭
典
の
中

で
出
演
者

な
ど
か
ら

募
っ
た
阿

蘇
市
へ
の

復
興
支
援

寄
付
金
の

贈
呈
式
も

行
わ
れ
ま

し
た
。

感謝をこめて花束を
花の日に合わせて花束贈呈

　

６
月
第

２
日
曜
日

の
花
の
日

に
合
わ
せ

て
、
熊
本

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

尾
ヶ
石
保

育
園
の
園

児
４
人
が

６
月
11
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、「
い
つ
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
自
宅
か
ら

持
ち
寄
っ
た
花
を
市
長
や
職
員
に
手
渡
し

ま
し
た
。

　
毎
年
、
阿
蘇
市
内
の
熊
本
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
各

保
育
園
が
市
役
所
を
訪
れ
、
職
員
は
元
気

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
！

頑
張
れ
阿
蘇
っ
子
！

全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

未
来
を
つ
な
ぐ
北
部
九
州
総
体

７
月
28
日　

▽　

８
月
20
日

[

阿
蘇
中
央
高
校]

●
団
体
競
技

　

柔
道
女
子

　

馬
術
（
全
日
本
高
校
馬
術
競
技
大
会
）

●
個
人
競
技

　

剣
道
女
子　

大
井
理
緒
（
３
年
）

　

柔
道
女
子　

�

杉
本
祐
海
、
土
井
雅
子
、
上
村
綾

香
（
す
べ
て
３
年
）

　
ボ
ク
シ
ン
グ　

山
部
建
太
郎（
３
年
、バ
ン
タ
ム
級
）

　

馬
術　
　
　

中
島
崇
臣

　
　
　
　
　
　
（
３
年
、
全
日
本
高
校
馬
術
競
技
大
会
）

　

日
本
拳
法　

谷
口
　
毅

　
　
　
　
　
　
（
２
年
、全
国
高
校
日
本
拳
法
選
手
権
）

　
　
　
　
　
　

市
原
聖
矢
（
２
年
、
〃
）

[

阿
蘇
市
外
の
高
校]

●
文
徳
高
校

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

 

岩
本
理
映
子
（
３
年
）、
岩
本
沙

桜
里
、
市
原
美
優
（
２
年
）、
飯

島
瑠
美
奈
、
荒
牧
唯
、
山
内
沙
也

加（
１
年
、す
べ
て
一
の
宮
中
出
身
）

●
秀
岳
館
高
校

　

柔
道
女
子　

嶋
田
菜
緒
子

　
　
　
　
　
　
（
３
年
、
阿
蘇
北
中
出
身
）

●
福
岡
県
大
牟
田
高
校

　

柔
道
男
子　

八
木
拓
己

　
　
　
　
　
　
（
３
年
、
一
の
宮
中
出
身
）

●
宮
崎
県
小
林
西
高
校

　

柔
道
男
子　

黒
川
　
駿

　
　
　
　
　
　
（
１
年
、
阿
蘇
中
出
身
）

市長に牛乳を手渡す山本会長
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City Topics ま ち の 話 題

季
節
の
花
、

シ
ョ
ウ
ブ
が
公
園
を
彩
る

　

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
遊
具
公
園

「
あ
そ
☆
ビ
バ
」
に
隣
接
す
る
阿
蘇
中
央

公
園
に
、
こ
と
し
も
１
５
０
０
株
の
シ
ョ

ウ
ブ
の
花
が
咲
き
乱
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
ョ
ウ
ブ
は
２
年
前
に
跡
ヶ
瀬
の

畑
か
ら
移
植
さ
れ
た
も
の
で
、
毎
年
、
６

月
上
旬
か
ら
下
旬
こ
ろ
ま
で
紫
や
白
の
き

れ
い
な
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　
６
月
14
日
、
17
日
に
阿

蘇
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
運
営
審
議
会
（
委

員
13
名
）
と
カ
ル
デ
ラ
Ａ

Ｓ
Ｏ
運
営
審
議
会
（
委
員

11
名
）
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催

さ
れ
、
市
か
ら
委
員
に
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

　
運
営
審
議
会
の
会
長
に

は
、
國
武
香
氏
と
井
島
昭

年
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
再
任
さ

れ
、
そ
の
後
の
審
議
会
で

は
、
昨
年
度
の
事
業
報
告

と
今
年
度
の
事
業
計
画
が

諮
ら
れ
、
差
別
の
な
い
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
た
今
後

の
事
業
運
営
な
ど
に
つ
い

て
慎
重
に
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

宮川副市長から委嘱状を受け取る
井島会長（カルデラＡＳＯにて）

差別のないまちづくりを
コミュニティーセンターと
カルデラＡＳＯで委員委嘱

公園内にはウッドチッ
プで敷き詰められた遊
歩道や、ゆっくりと寛
げる東屋などがあり、
年中を通して楽しむこ
とができます。

コミュニティ助成事業で
救助用ゴムボートを整備

　
市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
地

域
社
会
の
健
全
な
発
展
と

住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ

り
、
救
助
用
ゴ
ム
ボ
ー
ト

６
艘
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業

は
、
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
財

団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が

助
成
を
行
う
も

の
で
す
。
ゴ
ム

ボ
ー
ト
は
、
豪

雨
災
害
発
生
時

の
道
路
冠
水
な

ど
で
孤
立
し
た

第
29
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会

７
月
28
日

　

髙
津
憧
太
（
阿
蘇
西
小
６
年
）

　

甲
斐
丈
一
郎
（
宮
地
小
５
年
）

　

橋
本
亮
大
（
阿
蘇
西
小
４
年
）

第
９
回
春チ
ュ
ン
チ
ョ
ン

川
オ
ー
プ
ン
国
際

テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大
会
２
０
１
３

７
月
４
日　

▽　

７
月
９
日

　

西
村
　
純

　
（
韓
国 

豊
生
高
校
３
年
、
一
の
宮
中
出
身
）

第
66
回
全
日
本
９
人
制
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
実
業
団
男
子
選
手
権
大
会

７
月
19
日　

▽　

７
月
22
日

　

幸
　
雄
志
（
永
草
）
※
社
会
人

　
（
三
菱
電
機
、
阿
蘇
北
中
出
身
）

第
48
回
全
国
道
場
少
年
剣
道
大
会

７
月
30
日

　

田
中
眞
歩
（
内
牧
小
６
年
）

　

市
原
瑞
季
（　
　

〃　
　

）

　

佐
藤
凪
人
（
宮
地
小
５
年
）

　

園
田
彩
乃
（　

〃　

４
年
）

第
６
回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

テ
コ
ン
ド
ー
選
手
権
大
会７

月
28
日

　

森
永
修
斗
（
一
の
宮
中
１
年
）

　

山
本
悠
菜
（
阿
蘇
中
１
年
）

　

富
田
大
翔
（
宮
地
小
５
年
）

　

森
永
せ
り
あ
（　

〃　

４
年
）

※教育課へ横断幕申請があったものを掲載しています。（敬称略）�

住
民
を
安
全
に
救
助
・
誘

導
す
る
た
め
に
使
用
し
ま

す
。

　
地
元
消
防
団
員
が
行
う

救
助
・
避
難
誘
導
活
動
に

多
い
に
役
に
立
つ
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

ボートを配備した地域の消防
団を対象にした試乗のようす。
操作方法などを確認しました。
（６月 23日、内牧遊水地）
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市役所からのお知らせ

平成 25年度�阿蘇市職員採用試験を行います
総務課�人事係　☎２２－３１１１　お５５－３１１１

平
成
25
年
度
阿
蘇
市
職
員

採
用
試
験
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

●
第
１
次
試
験
実
施
日　
　

　
９
月
22
日
日

●
第
１
次
試
験
地

　
阿
蘇
中
央
高
校（
阿
蘇
校
舎
）

●
受
付
期
間

　
７
月
29
日
月
～
８
月
16
日
金

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

�（
た
だ
し
、土・日
曜
は
除
く
）

※�

郵
送
で
の
申
し
込
み
は
、
８

月
16
日
金
ま
で
の
消
印
が

あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付

け
ま
す
。

●
第
２
次
試
験
（
面
接
等
）

　

�

下
記
試
験
の
合
格
者
は
、
10

月
下
旬
頃
に
阿
蘇
市
役
所

で
第
２
次
試
験
（
面
接
等
）

を
行
い
ま
す
。

試　験

区　分 職　種 採用予定数 職務の概要など

高卒程度 一般事務 2人程度
市長部局・議会・各種委員会などで事務に従事しま
す。高卒程度 一般事務

( 身体障がい者対象 ) 1人程度

高卒程度 土　　木 1人程度 市長部局に勤務し、専門の技術業務に従事します。

区　分 職　種 受　験　資　格

高卒程度 一般事務 昭和 63年 4月 2日～平成 8年 4月 1日までに生まれた人

高卒程度 一般事務
( 身体障がい者対象 )

昭和 59 年 4月 2日～平成 8年 4月 1日までに生まれた方で、身
体障がい者手帳の交付を受け、自力により通勤ができ、かつ介助
なしで職務の遂行が可能な人
また、活字印刷文による出題及び口頭による面接試験に対応でき
る人

高卒程度 土　　木 昭和 63年 4月 2日～平成 8年 4月 1日までに生まれた人

直接取りに来る場合 阿蘇市役所 2階　総務課人事係　に用意してあります。

郵送で請求する場合
封筒の表に「阿蘇市職員採用試験申込書請求」と朱書きし、140円切手を貼っ
た宛先明記の返信用封筒（Ａ 4サイズが入るもの）を同封の上、「〒 869-
2695 阿蘇市役所　阿蘇市総務課人事係」に請求してください。

インターネットから
ダウンロードする場合

阿蘇市のホームページ（http://www.city.aso.kumamoto.jp/）にアクセ
スして、申込書（PDF形式）をダウンロードしてください。なお、Ａ 4サ
イズの厚紙（官製はがき程度の厚さで白紙）を使用してください。

試験区分など

受 験 資 格

申込書の請求方法

◆阿蘇広域行政事務組合の採用情報は３１ページに掲載しています。

《�テーマ：チャレンジ！》　
　国語のかん字で読みかたをちゃんとおぼえたいです。（阿蘇西小３年・塚本大

た い し ろ う
志朗）
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市民の皆さまへ、大事なお知らせや制度などを紹介するコーナーです。
お問い合わせは各担当課までお気軽にどうぞ。（おはお知らせ端末の番号）City�information

複合健診（住民健診）が７月２６日から始まります
一の宮保健センター　☎２２－５０８８　お５５－５０８８

案　内

７
月
26
日
か
ら
複
合

健
診
（
住
民
健
診
）

が
始
ま
り
ま
す
。
ま
だ
、

申
し
込
ん
で
い
な
い
人
も

受
診
で
き
ま
す
の
で
、
事

前
に
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

健診日 健診実施場所
7月26日・27日 阿蘇体育館 第 2 体育館
7月28日 尾ヶ石東部小学校
7月29日・30日 坂梨公民館
7月31日 役犬原コミュティーセンター
8月1日 中通公民館
8月2日・3日・4日 波野保健福祉センター
8月5日・6日 阿蘇体育館 第 2 体育館
8月7日・8日 阿蘇西小学校
8月9日・10日 古城公民館
8月11日 旧乙姫小学校体育館
8月17日・18日・19日 阿蘇小学校体育館（旧碧水小学校）
8月20日・21日・22日・23日 一の宮体育館（就業センター）
8月24日・25日 一の宮保健センター
8月26日・27日・２８日 阿蘇体育館 第 2 体育館

　
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症

状
が
な
い
ま
ま
進
行
し
ま

す
。
毎
年
、
健
診
を
受
け

て
、
生
活
習
慣
を
見
直
し

ま
し
ょ
う
。

※�地区の指定日以外でも受診できるよう、地区外の受付時間も設けています。
日程などを事前にお問い合わせの上、時間厳守で会場にお越しください。

健診名 健診項目 対象者 自　己
負担額

３０歳代健康診査 医師の診察・問診、身長、体重、腹囲、
肥満度、血液検査、尿検査、心電図

国保加入者で平成２５年度に
３０歳～３９歳になる方 500 円

特定健康診査 医師の診察・問診、身長、体重、腹囲、
肥満度、血液検査、尿検査、心電図

国保加入者で平成２５年度に
４０歳～７４歳になる方 500 円

後期高齢者健康診査 医師の診察・問診、身長、体重、肥満度、
血液検査、尿検査 後期高齢者医療加入の方 800 円

肝炎ウイルス検診 ＊これまでに受診した方は対象外です。 ４０歳以上の男女 400 円

前立腺がん検診 採血 ５０歳以上の男性 300 円

胸部レントゲン検診 肺がん・結核検診 ４０歳以上の男女（妊婦を除く） 300 円

胃がん検診 バリウムを飲んでレントゲン撮影 ４０歳以上の男女（妊婦を除く） 700 円

大腸がん便潜血検査 便潜血２日法 ４０歳以上の男女 300 円

超音波検診 超音波をあて上腹部の検査 ３０歳以上の男女 600 円

子宮頸がん検診 頚部がんの検診 ２０歳以上の女性 600 円

乳
が
ん
検
診

乳房超音波検査 ３０歳以上の女性 400 円

乳房レントゲン検査 マンモグラフィー ４０歳以上の女性 800 円

★

★

★

★

★ 国のがん予防対策により、特定の節目年齢の方は無料で受けることができます。無料検診対象者には個別に通知します。

《�テーマ：チャレンジ！》　
　やきゅうで、こわがらないでボールをとるようにがんばりたいです。（阿蘇西小３年・坂田麻

ま い
衣）
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市役所からのお知らせ

《後期高齢者医療》8 月から新しい保険証をご使用ください
ほけん課�高齢者医療係　☎２２－３１４５　お５６－３１４５

現
在
お
持
ち
の
保
険

証
（
黄
色
）
の
有

効
期
限
は
、
平
成
25
年
７

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
（
オ
レ

ン
ジ
色
）
は
、
７
月
中
に

簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す

の
で
、
８
月
１
日
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
を
お
使
い

く
だ
さ
い
。

案　内

一部負担金の割合（病院などでの窓口負担）

　
新
し
い
保
険
証
に
記
載

し
て
あ
る
一
部
負
担
金
の

割
合
は
、
平
成
25
年
度
の

市
町
村
民
税
の
課
税
所
得

を
も
と
に
判
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
お
持
ち
の

保
険
証
（
黄
色
）
は
、
８

月
１
日
以
降
に
、
ハ
サ
ミ

な
ど
で
裁
断
の
う
え
、
破

棄
し
て
く
だ
さ
い
。

上記条件に該当しない世帯の
被保険者

※新しい保険証は裏面に臓器提供意思表示ができるよ
うになりましたので、臓器提供の意思表示をする際は、
ボールペンで記入してください。なお、個人情報保護
のためのシールを担当窓口に用意しています。

同一世帯の後期高齢者医療被
保険者のうち、市町村民税の
課税所得が１４５万円以上あ
る人がいる世帯の被保険者

３割

１割

後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証も更新されます
　
現
在
お
持
ち
の
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」（
黄
色
）
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
新
し
い
「
限
度
額
適
用･

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

（
オ
レ
ン
ジ
色
）
を
７
月
中

に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す

の
で
、
８
月
１
日
か
ら
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

●
新
規
の
申
請
に
つ
い
て

　
低
所
得
者
Ⅰ・Ⅱ
の
方
で
、

現
在
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
お

持
ち
で
な
い
人
が
入
院
さ
れ

る
場
合
に
は
、
こ
の
認
定
証

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ほ
け
ん
課
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、現
役
並
み
所
得
者
、

一
般
所
得
者
の
方
は
該
当
し

ま
せ
ん
。（
下
表
を
参
照
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

▼�
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

▼
印
か
ん

区分 一部負担金の上限額 食事代（１食当たり）

現役並み所得者 ( ※ 1)
80,100 円＋ ( 総医療費
－ 267,000 円）×１％ 260 円
4 回目から 44,400 円

一般所得者 ( ※ 2) 44,400 円 260 円

低所得者Ⅱ ( ※ 3) 24,600 円 過去 12 か月で 90 日までの入院　　210 円
過去 12 か月で 91 日目からの入院　160 円 ( ※ 5)

低所得者Ⅰ ( ※ 4) 15,000 円 100 円

※ 1現役並み所得者とは、同一世帯の被保険者に課税所得が 145万円以上の方がいる場合
※ 2一般所得者とは、現役並み所得者、低所得者Ⅱ、低所得者Ⅰ以外の方。
※ 3低所得者Ⅱとは、被保険者の属する世帯の全員が住民税非課税の方。
※ 4�低所得者Ⅰとは、被保険者の属する世帯の全員が住民税非課税で、世帯全員の各所得��������
が 0 円となる方。（年金収入のみの場合は、80万円以下の方）

※ 5入院期間が 90日を超えた場合は、申請により食事代が 160円になります。

申
請
が
必
要
で
す

《�テーマ：チャレンジ！》　
　たいこをならうから、いっしょうけんめいがんばります！（阿蘇西小３年・宮本花

は な
菜）
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《�テーマ：チャレンジ！》　
　かけ算をすらすらとけるようにしたいです。　（阿蘇西小３年・松本小

こ ゆ き
雪）

日本脳炎の定期予防接種をお勧めします
一の宮保健センター　☎２２－５０８８　お５５－５０８８

今
年
度
の
勧
奨
年
齢
は
、

第
１
期
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
小
学
１
年
生

(

７
歳)

～
小
学
４
年
生(

10

歳)

、
２
期
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
18
歳
。
国
の
特

例
の
接
種
方
法
に
基
づ
き
接
種

を
お
勧
め
し
ま
す
。（
対
象
者

に
は
個
別
通
知
済
）

　
ま
た
、
前
述
記
載
の
勧
奨
年

齢
と
同
様
の
理
由
に
よ
り
接
種

で
き
な
か
っ
た
平
成
７
年
４
月

２
日
～
平
成
19
年
４
月
１
日
生

れ
の
人
は
、
20
歳
未
満
ま
で
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
母
子
健
康
手
帳
な
ど
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

状
況
に
よ
っ
て
は
接
種
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

案　内

予防接種
　平成１７年度から
平成２１年度まで、
日本脳炎予防接種は
重い副反応などによ
り積極的勧奨が差し
控えられていました
が、その後、新たな
ワ ク チ ン が 開 発 さ
れ、現在は日本脳炎
の予防接種を通常ど
おり受けられるよう
になっています。

予防策
　日本脳炎ウイルス
を媒介するコガタア
カイエカは日没後に
活動が活発になると
されていますので、
このような時間帯に
蚊にさされないよう
に注意しましょう。
また、過労を避け抵
抗力を落とさないよ
うにしましょう。
● できる限り長袖、

長ズボンを身につ
けましょう。

● 防 蚊 用 品（ ス プ
レー・クリームな
ど）を利用する。

●
接
種
時
期　
通
年

●�

持
参
物　
母
子
健
康
手
帳
と

問
診
票
（
必
ず
必
要
で
す
。

問
診
票
冊
子
に
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
）

●
料
金　
無
料

●�

接
種
医
療
機
関　
36
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
※
予

約
制
で
す
。
必
ず
電
話
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

問
診
票
・
委
任
状
は
、
一
の

宮
保
健
セ
ン
タ
ー
又
は
内

牧
支
所
に
あ
り
ま
す
。

※�

問
診
票
の
な
い
方
は
、
必
ず

母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※�
原
則
と
し
て
保
護
者
の
同
伴

が
必
要
で
す
。
保
護
者
以
外

の
方
が
同
伴
す
る
場
合
は

委
任
状
が
必
要
で
す
。

日本脳炎の
あれこれ

広
告

予 防 接 種 の 受 け 方

　基礎免疫として１期を３回実施。2 期は、１期終了後に１回
行います。
（※１期⇒初年度に２回、1年後に 1回　2期⇒４～５年あけて）

1回目 2回目 3回目 4回目
（１～ 4週） （約１年） （約３～５年）

１ 期（ 基 礎 免 疫 ） ２期
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《�テーマ：チャレンジ！》　
　体育の時間に早く走りたいです。　（阿蘇西小３年・川藤理

り お
央）

夏場に多くなるごみ、減らす工夫を！
市民課�生活衛生係　☎２２－３１３５　お５５－３１３５

例
年
、
春
か
ら
夏
場

に
か
け
て
ご
み
の

量
が
多
く
な
り
ま
す
。
量

が
多
く
な
れ
ば
処
理
す
る

費
用
も
高
騰
し
ま
す
。

　
ご
み
を
減
ら
す
対
策
の

一
つ
と
し
て
、
生
ご
み
処

理
機
を
利
用
し
ま
せ
ん

か
？
市
で
は
、
生
ご
み
処

理
機
な
ど
の
購
入
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
。
ご
み
減
量
化
を
促
進

す
る
た
め
、
補
助
金
要
綱

の
一
部
を
改
正
（
７
月
１

日
適
用
）
し
、
生
ご
み
処

理
機
な
ど
が
購
入
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

　
生
ご
み
の
約
80
％
は
水

分
と
言
わ
れ
て
お
り
、
各

家
庭
で
ほ
ん
の
少
し
水
分

を
取
り
除
く
こ
と
で
、
か

な
り
の
排
出
量
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

案　内

補助対象となるもの 補助率及び限度額
生ごみ処理機（電気式） 購入費用の２分の１以内（３万円を限度。）

生ごみ処理容器（コンポスター） ２，０００円

※生ごみ処理機については、購入後は補助対象となりませんので、
　購入を検討されている方は、必ず購入前に市民課までお問い合わせください。

レ
ジ
袋
削
減
協
定
事
業
所
募
集

　
市
で
は
、
レ
ジ
袋
削
減
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
う
６
事
業
所
（
８
店
舗
）
と
協

定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
声
掛
け
な
ど
の
広
報

啓
発
か
ら
、
ポ
イ
ン
ト
付
与
や
キ
ャ
ッ
シ

ュ
バ
ッ
ク
な
ど
、
日
頃
の
活
動
も
取
り
入

れ
た
形
で
の
協
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご

み
減
量
や
環
境
保
全
の
意
識
を
阿
蘇
市
全

体
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
目
的
で
、
レ
ジ
袋

を
使
用
す
る
機
会
の
あ
る
事
業
所
を
、
業

種
を
問
わ
ず
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
協
定
事
業
所
に
は
、
あ
か
牛
く
ん
の
ポ

ス
タ
ー
や
五
岳
君
・
火
の
子
ち
ゃ
ん
の
レ

ジ
ポ
ッ
プ
に
よ
る
グ
ッ
ズ
支
援
や
、
阿
蘇

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
に
よ
る
取
り
組
み

を
紹
介
し
ま
す
。
積
極
的
な
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●協定事業所名
　阿蘇農業協同組合（四季彩いちのみや、あぜり庵）
　イオン九州株式会社ホームワイド阿蘇店
　エブリワン阿蘇市役所前店
　株式会社古木常七商店
　有限会社テラサワ
　有限会社みやはら（内牧店、一の宮店）
※取り組み内容については、市のホームページに掲載しています。

守れてますか？
ごみ出しルール

　ステーションは、地域
の皆さんで管理していま
す。ごみ出しルールを再
確認しましょう。
　なお、８月１３日火か
ら１５日木のごみの収集
はお盆のため休業とな
ります。お盆の休業によ
り収集できない資源ごみ
は、翌月の収集日にお出
しください。

市役所からのお知らせ
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鳥獣による農作物被害防止のため電気柵設置費を補助します
農政課�畜産林業係　☎２２－３２７４　お２２－３２７４

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
な
ど
に
よ
る

農
作
物
な
ど
へ
の
被
害
を
防

ぐ
た
め
に
、
農
業
や
林
業
を
営
ん
で

い
る
皆
さ
ん
が
行
う
、
電
気
柵
の
設

置
に
対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
要
件　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

●
補
助
対
象
経
費　

　
�

電
気
柵
資
材
費
（
設
置
１
基
に
係

る
経
費
）

●
補
助
率　

２
分
の
１
以
内

●
補
助
金
の
上
限
額　

３
万
円

●�

そ
の
他　
同
一
年
度
内
に
お
け

る
申
請
は
１
箇
所
ま
で
と
し
、
１

箇
所
あ
た
り
の
設
置
数
は
１
基

と
し
ま
す
。
ま
た
、
補
助
を
受
け

た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
翌
年
か
ら

５
年
間
は
補
助
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
電
気
牧
柵
以
外

の
資
材
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

補助金

狩猟免許の取得に必要な経費を補助します
農政課�畜産林業係　☎２２－３２７４　お２２－３２７４

農
林
産
物
の
保
護
と
生
産
の

安
定
を
図
る
た
め
、
新
し

く
狩
猟
免
許
を
取
得
し
て
狩
猟
活

動
を
行
う
人
に
対
し
て
補
助
を
行

っ
て
い
ま
す
。

●
要
件　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

●�

補
助
対
象
経
費　

新
規
に
『
わ

な
猟
免
許
』、『
第
一
種
銃
猟
免

許
』
を
取
得
す
る
の
に
要
し
た

費
用
の
う
ち
次
の
経
費
を
補

助
し
ま
す
。

▼�

狩
猟
免
許
申
請
手
数
料

（
５
２
０
０
円
）《
収
入
証
紙
購

入
費
》

▼�

熊
本
県
猟
友
会
が
主
催
す
る
初

心
者
講
習
会
受
講
料

　

�（
１
種
目
１
万
円
、
２
種
目

１
万
５
千
円
）

●
補
助
金　

全
額

●�

そ
の
他　
こ
の
補
助
制
度
は
新

規
に
狩
猟
免
許
を
取
得
さ
れ

る
人
の
み
を
対
象
と
し
、
す
で

に
他
の
狩
猟
免
許
を
取
得
さ

れ
て
い
る
人
の
狩
猟
免
許
取

得
費
用
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

補助金

広
告

《�テーマ：チャレンジ！》　
　理科をいっしょうけんめいがんばります。　（阿蘇西小３年・岩下龍

りゅうしん
心）



県
産
木
材
・
く
ま
も
と
畳
表
を
セ

ッ
ト
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会
で

は
、
県
内
で
木
材
住
宅
を
新
築
・
リ

フ
ォ
ー
ム
さ
れ
る
方
に
県
産
木
材
・

く
ま
も
と
畳
表
を
無
償
で
提
供
し
ま

す
。提
供
す
る
木
材
お
よ
び
畳
表
は
、

一
戸
あ
た
り
の
上
限
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
条
件
や
申

込
方
法
な
ど
、
事
業
詳
細
と
合
わ
せ

て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　

　
８
月
19
日
月
～
９
月
２
日
月

●
抽
選
日　
９
月
７
日
土

●
募
集
戸
数　
50
戸
（
予
定
）

●
問
い
合
わ
せ　

　
㈳
熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会

　
☎
０
９
６
‐
３
８
２
‐
７
９
１
９

回
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

●�

助
成
対
象　
対
象
と
な
る
治
療
法

以
外
で
は
妊
娠
の
可
能
性
が
な
い

と
医
師
に
診
断
さ
れ
た
県
内
（
熊

本
市
を
除
く
）
に
住
む
戸
籍
上
の

夫
婦
。

※ 

治
療
が
終
了
し
た
日
の
属
す
る
年

度
の
末
日
（
３
月
に
終
了
し
た
方

は
４
月
末
日
ま
で
）
ま
で
に
必
ず

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

所
得
制
限
あ
り
（
夫
婦
合
算
し
た

所
得
額
が
７
３
０
万
円
未
満
）

●
不
妊
に
関
す
る
相
談　

　
熊
本
県
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

▼�

電
話
相
談　
☎
０
９
６
‐
３
８
１

‐
４
３
４
０　
月
～
土
曜
の
午
前

９
時
～
午
後
８
時
ま
で

▼�

来
所
相
談　
毎
月
第
４
金
曜　
午

後
２
時
～
４
時
ま
で
（
要
予
約
）

不
妊
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

熊
本
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　
特
定
不
妊
治
療
を
受
け
た
夫
婦
に

対
し
、
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
医
療
機
関

や
申
請
方
法
な
ど
は
、
阿
蘇
保
健
所

（
☎
３
２
‐
０
５
３
５
）
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
治
療
法　

　
体
外
受
精
及
び
顕
微
授
精

●�

給
付
内
容　

１
回
の
治
療
に
つ

き
15
万
円
ま
で
（
条
件
に
よ
り

７
万
５
千
円
の
場
合
も
あ
り
）。

１
年
度
目
は
年
３
回
ま
で
、
２
年

度
目
以
降
年
２
回
を
限
度
に
、
通

算
５
年
間
助
成
。
た
だ
し
通
算
10

お
　
知
　
ら
　
せ
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く ら し の 情 報
くらしのお知らせや
イベント情報などを掲載します

市役所の電話番号

市役所のホームページ
パ�ソコンから　�http://www.city.aso.

kumamoto.jp/
携�帯電話から　�http://www.city.aso.

kumamoto.jp/kt/

防 災 情 報 確 認

阿蘇安心安全ネットワークシステム
　▶�https://www.aso-anzen.jp/(パソコン)
　▶�https://www.aso-anzen.jp/

app-frontmb/(携帯電話)
熊本県統合型防災情報システム
　�http://www.bousai.pref.
kumamoto.jp/

熊本県雨量･気象情報（携帯電話）
　http://kumamoto.wni.co.jp/i/

お・・・お知らせ端末の電話番号
例本庁(総務課)�:55-3111又は56-3111

人の動き（H25.5 .31現在)

人口 28,236�人 (前月から    7人　�)
男 13,318�人 (前月から��  2人　)
女 14,918�人 (前月から    9人　)

世帯数 11,209�戸 (前月から  11戸　)

本庁(総務課)        ☎22-3111 お55・56
（情報管理室） ☎22-3253 お55
財政課 ☎22-3204
税務課　　　　 ☎22-3148 お55・56
内牧支所　　　 ☎32-1111 お55・56
波野支所 ☎24-2001 お24
市民課　　 ☎22-3135 お55
（消費生活センター） ☎22-3364 お55
人権啓発課　　 ☎22-3206
福祉課 ☎22-3167 お55～57
ほけん課　 ☎22-3145 お55・56
（保健センター） ☎22-5088 お55・56
農政課　　　　 ☎22-3274
観光まちづくり課 ☎22-3174
建設課　　　 ☎22-3187
住環境課　　　 ☎22-3169
水道課 ☎22-3196
教育課 ☎22-3229
会計課　　　　 ☎22-3284
議会事務局　　 ☎22-3279
監査委員事務局 ☎22-3240
農業委員会事務局 ☎22-3254
選挙管理委員会事務局 ☎22-3239

ダニ
3 3

に咬まれないようにご注意を！！
❶ 森林や草地などマダニが多く生息する場所に入る場合に

は、長袖、長ズボン、足を完全に覆う靴などを着用し、肌
の露出を少なくすること。

❷屋外活動後は、マダニに咬まれていないか確認すること。
❸ 吸血中のマダニに気が付いた際は、速やかに病院で処置す

ること。
❹ マダニに咬まれた後に発熱などの症状があった場合は、病

院へ受診すること。



く ら し の 情 報

意
欲
あ
る
農
業
者
の
た
め
の
講
座

～
く
ま
も
と
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
～

　
県
内
の
意
欲
あ
る
農
業
者
な
ど
を

対
象
に
、
最
新
の
農
業
知
識
や
農
業

技
術
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

　
費
用
は
、
原
則
無
料
で
す
。（
テ

キ
ス
ト
代
が
必
要
な
講
座
あ
り
）
各

講
座
の
日
程
や
申
し
込
み
方
法
な
ど

の
詳
細
は
、
市
役
所
農
政
課
な
ど
に

設
置
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ　

　
熊
本
県
立
農
業
大
学
校
研
修
部

　
☎
０
９
６
‐
２
４
８
‐
６
６
０
０

●
申
込
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　
熊
本
県
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

　
☎
０
９
６
‐
３
８
４
‐
３
３
３
３

農
業
法
人
化
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

（
夏
季
）
講
座

　
農
業
経
営
の
法
人
化
を
目
指
し
て

い
る
農
家
の
方
に
つ
い
て
夏
季
講
座

の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

●�

と
き　
８
月
６
日
火
、
７
日
水
、

20
日
火
、
21
日
水
の
全
４
回
。
８

月
20
日
は
現
地
研
修
。

●
と
こ
ろ　
熊
本
テ
ル
サ

　
※
現
地
研
修
は
宇
城
市

●�

内
容 

法
人
経
営
の
税
務
と
会
計

処
理
、
労
務
対
策
と
社
会
保
険
制

度
、
現
地
研
修
な
ど

●
募
集
期
限　
７
月
９
日
火

●�

募
集
人
数　
30
名
程
度
（
参
加
申

込
み
多
数
の
場
合
は
先
着
順
）

●�

費
用　
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
の
参
加

費
用
に
つ
い
て
は
自
己
負
担
。

●�

主
催
・
問
い
合
わ
せ　
㈳
日
本
オ

ス
ト
ミ
ー
協
会
熊
本
県
支
部

　
☎
０
９
６
‐
３
８
４
‐
１
０
１
２

消
防
設
備
士
試
験

試
験
・
講
習

●
試
験
種
類　
甲
種
・
乙
種
全
類

●
試
験
日　
９
月
８
日
日（
第
１
回
）

　
９
月
16
日
月
（
第
２
回
）

●
受
付　

▼
書
類
申
請　
７
月
22
日
～
31
日

▼
電
子
申
請　
７
月
19
日
～
28
日

●
試
験
地　
熊
本
市

●�

問
い
合
わ
せ　
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

　
☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５

オ
ス
ト
メ
イ
ト
医
療
相
談
会

相

談

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人

工
膀
胱
造
設
者
）
の
皆
さ
ん
と
関
心

の
あ
る
人
を
対
象
と
し
て
、
ス
ト
ー

マ
ケ
ア
（
人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
の

ケ
ア
）
に
つ
い
て
の
医
療
相
談
会
を

実
施
し
ま
す
。参
加
費
は
無
料
で
す
。

●
と
き　
７
月
27
日
土

　
午
後
１
時
30
分
～
（
約
２
時
間
）

●�

と
こ
ろ　

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン

タ
ー
施
設
内（
旧
山
鹿
市
立
病
院
）

　
（
山
鹿
市
山
鹿
５
１
１
）

林
業
労
働
災
害
防
止
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　
県
で
は
、
林
業
の
労
働
安
全
や
労

働
災
害
の
な
い
明
る
い
職
場
づ
く
り

を
目
的
に
、
林
業
労
働
災
害
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
で
す
。

　
県
内
で
は
今
年
、
林
業
で
の
死
亡

災
害
が
６
件
発
生
し
て
い
ま
す
。
死

亡
災
害
の
発
生
率
が
高
い
▽
伐
倒
▽

元
玉
▽
肩
担
ぎ
▽
枝
切
り
▽
投
げ
倒

し
な
ど
、
か
か
り
木
の
処
理
は
十
分

な
安
全
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
地
域
振
興
局
農
林
部
林
務
課

　
☎
２
２
‐
１
１
１
７

公的個人認証サービス認証局作業によ
り、次のサービスが停止します

■�公的個人認証サービスポータルサイト
のオンライン窓口
●期間　７月２６日金～３０日火(終日)

■窓口での電子証明書の発行・失効業務
●期間　７月２９日月・３０日火 (終日 )
※�なおパスワードの変更・初期化などの
各業務は通常どおり実施することが可
能です。
●問い合わせ　市民課　戸籍係
　☎２２－３１３５
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外国人住民の住民基本台帳制度電話相
談を受け付けています

外国人住民の住民基本台帳制度に関する
電話相談窓口が設置されています。お気
軽にご相談ください。
☎０５７０－０６６－６３０
　（ナビダイヤル）
☎０３－６３０１－１３３７
　（IP電話や PHSから利用する場合）
●開設期間　平成２６年３月３１日まで
　�（８：３０～１７：３０　土日祝日、
年末年始を除く。）

《�テーマ：チャレンジ！》　
　一りん車にかっこよくのれるようにがんばります。（阿蘇西小３年・岩尾優

ゆ う た
汰）



素
敵
な
出
会
い
を
応
援
し
ま
す

～
Ａ
Ｓ
Ｏ
出
会
い
応
援
団
事
業
～

　
阿
蘇
市
に
ち
な
ん
だ
室
内
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
開

催
し
、
素
敵
な
出
会
い
を
応
援
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
７
月
20
日
土

　
午
後
１
時
～
６
時
半

※ 

バ
ス
送
迎
を
希
望
の
女
性
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
い
こ
い
の
村

●
募
集　
７
月
10
日
水
ま
で

●
定
員　
男
女
各
20
人

※ 

年
齢
制
限
な
し
。
申
込
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

●
参
加
費　

　
男
性　
４
０
０
０
円

　
女
性　
３
５
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ　

　
阿
蘇
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
３
２
‐
１
１
２
７

第
20
回　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
書
道
教
室

　
阿
蘇
市
一
の
宮
町
出
身
の
日
展
作

家　
井
田
峰
月
先
生
に
よ
る
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
書
道
教
室
」
を
開
催
し
ま

す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
７
月
28
日
日

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

●
と
こ
ろ　
つ
る
や
旅
館

●�

参
加
費　
無
料
（
道
具
は
不
要
で

す
が
、
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

●�

内
容　
『
く
ら
し
に
役
立
つ
書
』

基
礎
か
ら
作
品
制
作
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　
抱
月
書
道
会

☎
０
９
０
‐
９
５
９
６
‐
４
５
０
２

阿
蘇
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
例
会
に

出
席
さ
れ
ま
せ
ん
か
？

　
阿
蘇
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、

毎
週
水
曜
日
に
会
員
が
集
い
（
例

会
）、
会
員
間
の
交
流
や
奉
仕
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
出
席
は
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
の

で
、
一
度
ロ
ー
タ
リ
ー
例
会
を
覗
い

て
み
ら
れ
ま
せ
ん
か
？
地
域
な
ら
で

は
の
話
題
や
、
各
専
門
分
野
の
タ
イ

ム
リ
ー
な
情
報
な
ど
も
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
遠
慮
な
く
ご
参

２
０
０
０
円
▽
小
学
生
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
駅
伝
（
１
チ
ー
ム
）

２
０
０
０
円

●�

申
込
方
法　

熊
本
陸
上
競
技
協

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.kum

ariku.org

）
か
ら

申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
上
、

郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先　
熊
本
陸
上
競
技
協
会　

　

 

第
10
回
火
の
国
・
阿
蘇
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
大
会　
係

　
〒
８
６
１
‐
８
０
４
６

　
熊
本
市
東
区
石
原
２
‐
９
‐
１　

　
Ⓕ
０
９
６
‐
３
８
８
‐
１
６
８
８

●
申
込
期
限　
７
月
17
日
水（
必
着
）

●
問
い
合
わ
せ　

　
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎
３
２
‐
３
４
８
２

　
教
育
委
員
会

　
☎
２
２
‐
３
２
２
９

第
10
回
火
の
山
・
阿
蘇
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
大
会

　
例
年
、
小
学
生
か

ら
大
人
ま
で
多
く
の

ラ
ン
ナ
ー
が
阿
蘇
の

大
草
原
を
滑
走
す
る

本
大
会
。
興
味
の
あ

る
方
は
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
８
月
４
日
日

　
午
前
９
時
30
分
ス
タ
ー
ト

　
※
雨
天
決
行

●�

と
こ
ろ　
阿
蘇
観
光
牧
場
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス

●�

参
加
料　

▽
小
学
生
３
０
０
円

▽
中
学
生
５
０
０
円
▽
高
校

生
１
０
０
０
円
▽
一
般
男
女
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イ
ベ
ン
ト
・
催
し

阿
蘇
温
泉
病
院
介
護
職
員
初
任
者
研
修

（
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
座
）

　
高
齢
者
介
護
に
必
要
な
専
門
知
識

や
技
術
の
習
得
を
介
し
て
、
質
の
高

い
介
護
員
を
養
成
し
ま
す
。

●
募
集　
７
月
17
日
水
ま
で

●
研
修
期
間　
５
ヶ
月

●
定
員　
25
名

● 

研
修
費
用　
５
万
５
千
円
（
受
講

料
、
教
科
書
代
な
ど
含
む
）

●�

問
い
合
わ
せ　

　
阿
蘇
温
泉
病
院

　
☎
３
２
‐
０
８
８
１

加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
毎
週
水
曜
日

　
午
後
12
時
30
分
～
１
時
30
分

●
と
こ
ろ　
つ
る
や
旅
館

※ 

例
会
に
出
席
希
望
の
人
は
、
お
手

数
で
す
が
当
日
10
時
ま
で
に
例
会

場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ビ
ジ

タ
ー
費
２
０
０
０
円
が
必
要
で

す
。
昼
食
を
い
た
だ
き
な
が
ら
の

例
会
で
す
。

●�

問
い
合
わ
せ　

　
阿
蘇
ロ
ー
タ
リ
ー
事
務
局(

内
田)

　
☎
２
２
‐
３
０
１
１

復興応援バルーンリリース

昨年の豪雨災害から一年がた 
ち、復興を目指す方々への応援 
の意味を込めて、阿蘇の夜空に
風船 をリリースします。皆さ
んの参加をお待ちしています。
 
●とき　７月１２日金　20:00 ～
●ところ　阿蘇体育館駐車場
●問い合わせ　阿蘇市観光協会

　☎３２ ‐ １９６０

《�テーマ：チャレンジ！》　
　野球がうまくなりたい。　（阿蘇西小４年・村上誠

せいしょう
将）



く ら し の 情 報

〒869-2223  阿蘇市竹原4-1 TEL 0967-34-0257
info@t-watanabekensetsu.com

昔ながらの生活で燻し磨かれた
古材の活用、和の趣を活かす。
古民家一級鑑定士
伝統資材施工士

いぶ

注文住宅
リフォーム

耐震診断
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行事・イベント

スポーツ施設スケジュール
(内容は6月21日現在)

●阿蘇体育館（☎３２－４０００）

●農村公園あぴか（☎３２－５０８１）

広
告

阿蘇ポリス
インフォメーション

A S O  P O L I C E  I N F O R M A T I O N

阿蘇警察署
☎２２‐５１１０

～野外焼却は、禁止されています～
　ごみの焼却は「廃棄物の処理及び清掃に関する法
律」により、原則禁止されています。特にタイヤ、
ビニール、プラスチック類の焼却は、いかなる場合
でも焼却してはいけません。
　違反すると、５年以下の懲役もしくは１千万円以
下の罰金または併科するとなっています。
　また、最近では、ドラム缶や簡易焼却炉によるご
み焼きなどの野外焼却中に、周りの草やごみに燃え
移り火事になるケースが増えています。
　廃棄物の適正な処理を行い、自然環境、生活環境
が保全されるよう、市民の皆さまの一層のご理解と
ご協力をお願いします。

Vol.7

20日 土：マグラーズサッカー大会（～21日）
27日 土：親子防犯ソフトボール大会
30日 火：ジュニアユースサッカー大会（～31日）

7月

  7日 日： 阿蘇郡市民体育祭
14日 日： 熊本県バスケットボールリーグ
20日 土： 阿蘇郡市火の山夏季卓球大会

7月

  7日�日：中江岩戸神楽定期公演
　　　　（中江神楽殿、13:00～）
　 〃　：阿蘇マルシェ（農村公園あぴか、7:00～）
��9日 火：400mL献血
　　　　（阿蘇地域振興局ほか、9:30～）
12日 金：九州北部豪雨災害犠牲者合同追悼式
　　　　（一の宮中学校体育館、10:00～）
26日 金：阿蘇の農耕祭事おんだ祭り（28日）

7月

４００ｍＬ献血にご協力ください！
[ ７月  ９日火 ]　
　●阿蘇地域振興局　　  9:30 ～ 12:00
　●熊本シール工業　　13:30 ～ 16:00
[ ７月 23 日火 ]
　●大阿蘇病院　　　　  9:30 ～ 12:00
　●阿蘇やまなみ病院　13:30 ～ 16:00
[ 問い合わせ ]
　ほけん課　☎ 22-3145

  4日�日：中江岩戸神楽定期公演
　 〃　：阿蘇マルシェ（農村公園あぴか）
　 〃　：火の山・阿蘇クロスカントリー大会
19日 月：大阿蘇火の山まつり（～20日）
31日 土：第３回大阿蘇元気ウオーク（～１日）
　 〃　：防災講座（農村環境改善センター、14:00～）

8月

  4日 日： 孔武会館空手大会
  9日 金： 火の山旗高校バスケットボール大会
　　　　　（～11日）

8月

  1日 木：熊本県高体連合同陸上（～９日）
10日 土：マグラーズサッカー大会（～11日）

8月

《�テーマ：チャレンジ！》　
　スポーツがうまくなりたい。　（阿蘇西小３年・村上昂

こうよう
陽）



阿蘇市の基幹産業
である農業に注目
した１冊！日本を
代表する農業のプ
ロフェッショナル
７人の事例を基に
“儲かる農業”をど
うつくるか、日本
農業の明日を考え
ます。
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図書館へ行こう！

[ 問い合わせ ]阿蘇図書館　�☎３２－００６７・��一の宮図書館�☎２２－２９１６

Aso�Library�News

●
応
募
資
格　

▽�

市
内
に
在
住
す
る
一
般
社
会

人
（
大
学
・
短
大
・
専
門
学

校
等
の
学
生
含
む
）

▽�

市
内
の
小
中
学
校
及
び
高
等

学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒

（
小
・
中
・
高
校
生
は
在
籍

す
る
学
校
を
通
し
て
の
応
募

に
な
り
ま
す
）

●
対
象
図
書

▽�

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
を
問
い
ま
せ
ん
。

▽�

教
科
書
・
副
読
本
・
読
書
会

用
テ
キ
ス
ト
類
又
は
こ
れ
に

準
ず
る
も
の
、
雑
誌
（
別
冊

付
録
を
含
む
）
及
び
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
類
は
対
象
と
し
ま
せ

ん
。

●�

字
数　
本
文
２
０
０
０
文
字

以
内
（
一
般
）
※
小
・
中
学

校
は
事
前
通
知
の
と
お
り

●�

用
紙　
Ｂ
４
版
大
ま
す
原
稿

用
紙
を
使
用
（
自
筆
原
稿
※

読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集

読
書
活
動
推
進
の
一
環
と
し

て
こ
と
し
も
読
書
感
想
文
コ

ン
ク
ー
ル
を
行
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

一
般
の
応
募
者
に
限
り
パ
ソ

コ
ン
な
ど
に
よ
る
も
の
で
も
可
）

●�

募
集　
７
月
12
日
金
～
９
月

12
日
木
ま
で

●
応
募
先　

▽
阿
蘇
市
立
一
の
宮
図
書
館　

　
〒
８
６
９
‐
２
６
１
２

　

�

阿
蘇
市
一
の
宮
町
宮
地

２
３
８
３
番
地

▽
阿
蘇
市
立
阿
蘇
図
書
館　
　

　
〒
８
６
９
‐
２
３
０
１

　
阿
蘇
市
内
牧
９
７
６
番
地
２

※�

題
名･

氏
名･

住
所･

電
話

番
号
を
明
記
の
上
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

●�
審
査　
阿
蘇
市
読
書
感
想
文

コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会
が
審
査

し
ま
す
。

●�

表
彰　
▽
市
長
賞　
▽
市
教

育
長
賞　
▽
図
書
館
長
賞

※�

表
彰
式
の
日
程
は
後
日
連
絡

し
ま
す
。

※�

各
賞
の
受
賞
者
に
は
、賞
状・

副
賞
を
授
与
し
ま
す
。

※�

各
賞
に
は
該
当
者
が
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

●�

そ
の
他　

▽�

全
て
の
応
募
作
品
は
文
集
に

掲
載
し
発
行
す
る
ほ
か
、
応

募
者
全
員
及
び
市
内
各
教
育

機
関
に
配
布
し
ま
す
。
市
長

賞
に
該
当
す
る
作
品
は
、「
図

書
館
ま
つ
り
」
で
発
表
し
、

「
広
報
あ
そ
」
に
全
文
を
掲

載
し
ま
す
。

オススメ図書
あなたの知的好奇心『見たい！知りたい！』
を満足させるおすすめ本や話題の本など様々
なジャンルの本をご案内します。

プロフェッショナル農業人　
“儲かる農業”をどうつくるか
▷大澤信一 著

大人も楽しめる魔
法ファンタジーの
傑作！待望の第３
巻が登場です。
ハウルの動く城シ
リーズの３作目が
11 年ぶりに登場。
ハウルシリーズの
登場人物がぞくぞ
く登場するシリー
ズ完結編！

チャーメインと魔法の家
（ハウルの動く城３）
▷ダイアナ・ウィン・ジョーンズ 著

誰にでも「なぜ？」
で頭の中がいっぱ
いになってしまう
ような時期がある。
そんなときに読ん
でほしい本です。
小さな８つの物語
が あ な た と い っ
しょに生きること
をまっすぐに考え
てくれる。

きみの町で

▷重松清 著　▷ミロコマチコ 絵

小・中学生のため
の 軟 式 野 球 ク リ
ニ ッ ク & 情 報 マ
ガジン。先日、全
国大会ベスト８に
入 っ た 一 の 宮 中
野球部の活躍が掲
載！（一の宮図書
館で７月中旬入荷）

Hit & Run（ヒットエンドラン）
▷ ベースボール・マガジン社

注目！

７月から夜間開館がはじまります！

夏季限定の夜間開館の季節がやってきました。
７、８月は週に一回、午後 8 時まで開館します。
　▷阿蘇図書館　　毎週水曜日（7/3,10,17,24　　8/7,21,28）
　▷一の宮図書館　毎週木曜日（7/4,11,18,25　　8/1,8,22,29）
※８月のお盆の週の夜間開館はおこないません。

《�テーマ：チャレンジ！》　
　野球がうまくなりたい。　（阿蘇西小３年・西本壮

そ う た ろ う
太朗）



離婚・相続・借金・交通事故・土地の境界 etc… ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

受付時間：平日１０時～１７時（事前予約制）ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３

・一般 相談料  ３０分１０５０円
・『多重債務』の相談 は 無料 地域の法律事務所として設立された公設事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

熊本県弁護士会所属　弁護士　関塚 明子（せきづか　あきこ）

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）
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広
告

電
節

この夏も

　
県
で
は
、
国
や
九
州
電
力
㈱
か
ら

の
要
請
を
受
け
、
今
夏
の
節
電
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
お
い

て
は
、
生
活
や
健
康
、
経
済
活
動
に

支
障
の
な
い
範
囲
で
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

要請期間
７月１日～９月 30日
( ８月 13 日～ 15 日を除く )
午前９時～午後８時

基本となる１０の節電メニュー 削電効果
（削減率）

エアコン

１室温２８℃を心がける。（設定温度を２℃上げた場合） 10％

２�「すだれ」や「よしず」などで窓からの日差しを和
らげる。 10％

３�無理のない範囲でエアコンを消し、扇風機を使用する。 50％

※その他、フィルターをこまめに掃除するなど

冷蔵庫
４�設定を「強」から「中」に変え、扉を開ける時間を

できるだけ減らし、食品を詰め込みすぎないように
する。※壁との間に適切な間隔を空けて設置する。

2％

照明 ５日中は不要な照明を消す。 5％

テレビ ６�省エネモードに設定するとともに、画面の輝度を下
げ、必要な時以外は消す。 2％

温水洗浄便座
７温水のオフ機能、タイマー節電を利用する。

どちらかで
1％未満８�上記の機能がない場合、使わない時はコンセントか

らプラグを抜く。

ジャー炊飯器 ９�早朝にタイマー機能で１日分まとめて炊いて、冷蔵
庫や冷凍庫に保存する。 2％

待機電力 10�リモコンの電源ではなく、本体の主電源を切る。長
時間使わない機器はコンセントからプラグを抜く。 2％

○主な節電方法

※�他にも、消費電力が大きい電気製品は、特に日中（午後１時～午後４時）を避けて
使用していただくなど、ご協力をお願いします。
※�屋内でも熱中症の危険もありますので、適切な室温管理や水分補給に留意頂くなど、
健康、生活に支障のない範囲での協力をお願いします。

住環境課�都市・環境係
☎２２－３１６９

阿 蘇 広 域 行 政 事 務 組 合 職 員 採 用 試 験

●
試
験
日　
９
月
22
日
日

●
試
験
地����

阿
蘇
中
央
高
校
（
阿
蘇
校
舎
）

●�

受
付
期
間　
７
月
29
日
月
か
ら
８
月
16
日
金

※
土
曜
日
、
日
曜
日
を
除
く

●
受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

区��分 職�種 採用予定人数 職務内容

高校卒業程度 一般事務 １人程度 事務部局・議会事務局に勤務し、一般
事務に従事します。

高校卒業程度 消    　防 １０人程度 消防部局に勤務し、消防業務に従事し
ます。

●試験区分など

職種 受�験�資�格
一般事務 昭和６３年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人
消   　 防 昭和６３年４月２日から平成８年４月１日までに生まれた人

●受験資格

上記試験の合格者は、１１月（予定）に２次試験を実施します。

問い合わせ　阿蘇広域行政事務組合事務局 総務課人事係      ☎ 24-5111



広
告

32広報 あそ
2013.07

人 権 作 文家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

す
っ
き
り
し
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
レ
ポ
ー
ト
報
告
会

山
田
小
学
校　
六
年　
藤
田　
壮そ
う
い
ち
ろ
う

一
郎

　
「
ウ
ラ
が
わ
」
探
検
隊
の
レ
ポ
ー
ト
報

告
会
の
最
後
の
日
は
、
ぼ
く
と
汐
海
さ
ん

で
し
た
。
先
生
が
、
「
実
は
ピ
ア
ノ
を
が

ん
ば
っ
て
い
る
ん
で
す
。
」
と
い
う
紙
を

黒
板
に
は
っ
て
、
そ
れ
が
ぼ
く
か
汐
海
さ

ん
か
を
当
て
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
た
ら
、
だ
れ
か
が
、

「
壮
一
郎
く
ん
は
ピ
ア
ノ
は
練
習
し
て
な

さ
そ
う
だ
な
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
ま
わ
り
の
人
が
、

「
そ
う
だ
ね
。
」

み
た
い
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
先
生
が
、

「
こ
の
ウ
ラ
が
わ
は
、
汐
海
さ
ん
だ
と
思

う
人
。
」

と
聞
き
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
手
を

あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
ぼ
く
は
（
ピ
ア

ノ
を
習
っ
て
い
な
い
人
も
い
る
の
に
、
み

ん
な
は
ひ
け
る
？
）
と
言
い
た
か
っ
た
け

ど
、
何
か
言
わ
れ
そ
う
だ
っ
た
か
ら
言
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
答
え
は
汐
海
さ
ん
で
し
た
。
汐
海
さ
ん

は
よ
く
教
室
で
ピ
ア
ノ
を
ひ
い
て
い
る
の

で
、
ぼ
く
は
（
そ
う
だ
な
ぁ
）
と
思
い
ま

し
た
。
だ
け
ど
、
す
っ
き
り
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
ぼ
く
は
本
当
は
ピ
ア
ノ
は
少
し
い

や
だ
け
ど
、
手
が
器
用
に
な
る
よ
う
に

習
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
み
ん
な

人 権 作 文 平成24年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より　※学年は平成24年度時点。

か
ら
そ
ん
な
ふ
う
に
言
わ
れ
る
の
は
（
い

や
だ
な
ぁ
）
と
思
い
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
、
ぼ
く
の
「
ウ
ラ
が
わ
」
を

発
表
し
て
報
告
会
は
終
わ
り
ま
し
た
。
で

も
、
報
告
会
が
終
わ
っ
て
も
あ
ま
り
す
っ

き
り
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
六
年
生
に
な
っ
て
、
つ
づ
り
の
時
間
に

「
お
か
し
い
と
思
う
こ
と
」
を
書
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
先
生
に
、

「
五
年
生
の
時
の
こ
と
だ
け
ど
、
書
い
て

も
い
い
で
す
か
。
」

と
聞
き
ま
し
た
。
先
生
は
、

「
覚
え
と
る
な
ら
、
い
い
で
す
よ
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
し
て
報
告
会
の
こ
と

を
書
き
ま
し
た
。

《
先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
》

　
何
日
か
た
っ
て
、
先
生
が
ぼ
く
の
書
い

た
つ
づ
り
を
み
ん
な
の
前
で
読
み
ま
し

た
。
み
ん
な
は
静
か
で
し
ー
ん
と
し
て
い

ま
し
た
。
「
え
っ
。
」
と
び
っ
く
り
し
た

表
情
の
人
も
い
ま
し
た
。
「
そ
う
だ
っ
た

と
？
」
と
言
っ
た
人
も
い
ま
し
た
。
読
み

終
わ
っ
て
か
ら
先
生
が
、

「
ご
め
ん
ね
、
壮
一
郎
く
ん
。
こ
の
つ
づ

り
を
読
む
ま
で
、
壮
一
郎
く
ん
の
気
持
ち

に
全
然
気
づ
か
な
か
っ
た
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
（
や
っ
ぱ
り
そ

う
だ
っ
た
ん
だ
）
と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く

は
、
み
ん
な
が
ぼ
く
の
思
っ
て
い
る
こ
と

に
気
づ
い
て
く
れ
た
か
ら
少
し
す
っ
き
り

し
ま
し
た
。

　
昨
年
度「
わ
た
し
の『
ウ
ラ
が
わ
』

探
検
隊
」と
い
う
取
組
を
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
自
分
自
身
の
『
ウ
ラ

が
わ
』（
あ
ま
り
人
に
見
せ
て
い
な

い
、
自
分
の
心
の
中
に
あ
る
本
当
の

気
持
ち
や
思
い
）
を
見
つ
め
さ
せ
、

そ
れ
を
紹
介
で
き
る
範
囲
で
学
級
の

友
だ
ち
に
紹
介
し
、
子
ど
も
た
ち
同

士
の
新
し
い
つ
な
が
り
を
作
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。

　
自
分
の
『
ウ
ラ
が
わ
』
を
紹
介
す

る
場
面
で
は
、
ク
イ
ズ
形
式
で
進
め

ま
し
た
。
そ
の
中
で
今
回
の
出
来
事

が
起
き
ま
し
た
。恥
ず
か
し
な
が
ら
、

私
は
壮
一
郎
さ
ん
の
綴
り
を
読
む
ま

で
壮
一
郎
さ
ん
の
思
い
を
ま
っ
た
く

想
像
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
壮
一
郎
さ
ん
も
汐
海
さ
ん
も
ピ
ア

ノ
を
習
っ
て
い
る
こ
と
を
私
も
学
級

の
子
ど
も
た
ち
も
知
っ
て
い
ま
し

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
の
こ

と
が
起
き
た
の
は
、
日
ご
ろ
教
室
で

オ
ル
ガ
ン
を
弾
く
姿
を
よ
く
見
か
け

る
汐
海
さ
ん
に
対
し
て
、
そ
う
で
は

な
い
壮
一
郎
さ
ん
に
対
す
る
決
め
つ

け
や
思
い
込
み
が
あ
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
壮
一
郎
さ
ん

は
私
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
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あべさんは本市在住で
絵や講演で活躍中。

～大事にしたい懐かしい阿蘇の生活～　No.16　　　　　絵・文　あべまりあ

「自然と共に遊び生活した子どもの頃の体験は宝物だ。心身を強くし、感性を豊かにする。
（阿蘇の大自然を守るためにも）次代を担う若い人や子どもたちにもぜひ伝えたい！」と、
そう願って、あべさんが描かれた作品たちをお届けします。
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阿蘇世界文化遺産リレーコラム
～守っていきたいわがまちの景観と人々～

第 10 回 担当：阿蘇市

毎年7月に行われる『御田祭』。
阿蘇大明神が阿蘇開拓と農

耕の道をおひろめになった御徳を
たたえ、年々の豊作を祈るもので、
藩政時代には細川侯の名代が参向
した唯一の祭りであり、明治以降
も本社の例祭とされている重要な
祭りとして、阿蘇に住む人々の営
みに深く結びついています。
　神幸行列にはお伴として、神々

の昼飯持ちである白衣の
宇
う な り
奈利、獅子、田楽、早乙

女、四基の神輿、田植人形
などが神幸門から出立、阿
蘇の田畑を巡り、途中では
おんだ歌がうたわれ、還御
門に戻ってきます。�青々
とした阿蘇の田園風景の中
を、古式ゆかしくゆったり

と進む神幸絵巻は、盛夏の阿蘇谷
に「えにしのかげろう」を見るよ
うな感激を与えてくれます。

世界遺産こぼれ話��vol.2
世界遺産の数は？

今年 5 月末現在、世界遺産
は計９６２件登録されてい

ます。その内訳は、文化遺産が

７４５件、自然遺産が１８８件、
２つを併せた複合遺産が２９件と
なっています。ちなみに、日本は
計１６件が世界遺産に登録されて
おり、登録数で世界１４位となっ
ています。
　阿蘇は現在世界文化遺産登録を
目指していますが、登録を実現さ
せるためには、７４５件もある世
界文化遺産に負けない「阿蘇だけ
の世界に誇れる価値」を証明する
ことが必要です。
　この価値の証明や将来に亘る保
護措置の確立は容易ではありませ
んが、阿蘇の草原や景観について
の調査検討、貴重な文化財の指定
や保護により、確実に歩みを進め
ているところです。

食改だより
食 生 活 改 善 推 進 員 協 議 会

中
学
生
へ
の
食
育

波
野
中
学
校
で
の
活
動

　
５
月
23
日
、
25
日
に
、

波
野
中
学
校
で
、
中
学
３

年
生
へ
の
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
に
参
加
し

ま
し
た
。

　
１
日
目
は
学
校
栄
養
士

か
ら
食
べ
物
の
中
に
入
っ

て
い
る
砂
糖
の
量
や
、
添

加
物
に
つ
い
て
説
明
と
問

題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
班
の
編
成
、

テ
ー
マ
を
決
め
、
２
日
目

に
子
ど
も
た
ち
の
調
べ
た

テ
ー
マ
ご
と
に
次
の
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。

●
１
班

　
食
品
添
加
物
と
は
？

●
２
班 

　

 

み
ん
な
が
知
ら
な
い
お

菓
子
の
秘
密

●
３
班

　
理
想
的
な
飲
み
物
の
量

　
こ
の
班
に
そ
れ
ぞ
れ
入

り
、
話
し
合
い
を
し
ま
し

た
。
食
改
と
し
て
、
阿
蘇

市
に
多
い
糖
尿
病
の
こ
と

や
、自
家
菜
園
の
大
切
さ
、

安
心
・
安
全
な
食
べ
物
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
も
興
味
深
く
、
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
次
回
は
９
月
に
最
終

の
ま
と
め
と
調
理
実
習
の

予
定
で
す
。

御田祭と阿蘇谷の田園が織りなす景観

参照：外務省ホームページ（キッズ向けのさまざまなランキングが載っています）　
http://www.mofa.go.jp/mofaj/kids/ranking/isan.html 次回のコラムは南小国町が担当します 



月日曜
日

のんびり広場 すくすく広場 ぴよぴよ広場
●場　所　波野保育園内
●開放日　 月～金曜
●時　間　9:00～14:00
●電　話　２４‐２８００
※お知らせ端末同番号

●場　所　 一の宮子育て支援センター
(りんどう保育園横)

●開放日　 月～土曜
●時　間　8:00～17:00(土は12:00まで)
●電　話　２２‐４５３９
※お知らせ端末同番号

●場　所　 阿蘇市子育て支援センター
（三久保）

●開放日　 月～金曜(第2土曜開所)
●時　間　9:00～17:00
●電　話　３２‐３８４３
※お知らせ端末同番号

７
月

9 火 絵本講座
（10：00 一の宮図書館集合）

10 水 救急法講習会
（10：20 阿蘇広域消防本部集合）

11 木 調理実習
（9：30 一の宮保健センター集合）

13 土 夜の集い（18：00 ～）

16 火 プール開き（スイカ割り
水着・タオル持参）

17 水 酒まんじゅう作り
（エプロン・三角巾持参） プール開き（水遊びをしよう）

18 木 体験保育
（9：30 りんどう保育園集合）

23 火 プール遊び（和紙染め）

24 水
誕生会・計測日
水遊び（水着か濡れても良い服・
タオル）

お誕生会・カレーパーティー

26 金 アマービレコンサート
（10：00 りんどう保育園ホール）

30 火 誕生会・計測日
（うちわ作り→写真１枚持参）

31 水 ぴよぴよ夏祭り
（マジックショー他）

８
月

1 木
ピクニック「カドリー・ドミニオン」

（10：00 現地集合→弁当・水筒・
帽子・敷物など）

人形劇観劇会
（10：00 りんどう保育園ホール）

ピクニック「カドリー・ドミニオン」
（10：00 現地集合）要予約

5 月 アンパンマンうちわを作って遊び
ましょう！

6 火 プール遊び（ボディペインティング）

7 水
誕生会・計測日
フィンガーペインティング（水着
か濡れても良い服・タオル持参）

計測日・水遊び・おやつ試食会

35 広報 あそ
2013.07

子育て支援センター情報
市では３ヶ所の子育て支援センターを開設しています。
どのセンターも自由にご利用いただけます。

7月・8月

各所では育児相談を随時受け付けています。電話相談も可能です。（一の宮子育て支援センターは☎ 22-3850 まで）

要予約

要予約

要予約

広
告

要予約



各 種 健 診 の 日 程

実 施 予 防 接 種 医 療 機 関 一 覧

休 日 在 宅 医

36

お知らせカレンダー
各 種 相 談 の 日 程

心配ごと相談＜無料＞
　７月１８日木・８月１日木
　9：30～12：00　阿蘇保健福祉センター
　問い合わせ　阿蘇市社会福祉協議会(☎32-1127)

年金出張相談＜(国民年金・厚生年金)予約制＞
　７月１９日金　10：00～15：00　阿蘇市役所
　８月　７日水　10：00～15：00　農村環境改善センター
　予約先　熊本東年金事務所(☎096-367-2503)

もの忘れ相談＜随時受付・無料＞
　問い合わせ　地域包括支援センター（☎32-5122）
　　　　　　　ほけん課（☎22-3145）

こころの相談＜予約制・無料＞
　７月　９日火　13：30～16：00　阿蘇保健所
　予約先　阿蘇保健所(☎32-0535)

４ヶ月児健診
　７月　９日火　対象者　H25.2.16～3.15生まれ
　受付：通知に記載　場所：一の宮保健センター

７～８ヶ月児健診
　７月３０日火　対象者　H24.12月生まれ
　受付：通知に記載　場所：一の宮保健センター

１歳６ヶ月児健診
　７月２３日火　対象者　H23.11月生まれ
　受付：9:00～9：15　場所:一の宮保健センター

３歳児健診
　７月１６日火　対象者　H21.12月生まれ
　受付：13：00～13：15　場所：一の宮保健センター

　７月　７日
　７月１４日
　７月１５日
　７月２１日
　７月２８日

栗林内科医院
眼科古嶋医院
家入整形外科
古閑医院
大阿蘇病院

２４－１０２４
３４－０００８
３２－００４８
２２－３０００
２２－２１１１

※ 阿蘇中央病院夜間診療：毎週金曜19時～21時。

もうすぐ１歳児健診
　７月　９日火　対象者　H24.8月生まれ
　受付：13：15～13：30　場所：一の宮保健センター

登記相談（売買・贈与・相続等）＜無料＞
　７月１８日木　10：30～15：00　内牧支所
　問い合わせ　熊本地方法務局(☎096-364-2145)
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熊本県弁護士会法律相談＜予約制・有料＞
毎週金曜日※年末年始、祝祭日を除く
　13:00～16:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県弁護士会(☎096-325-0009)

熊本県司法書士会総合相談＜予約制・有料＞
毎週水曜日※年末年始、祝祭日を除く
　17:00～20:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県司法書士会（☎096-364-2890）

医療機関名 電話番号 ヒブ 小児用
肺炎球菌 ＢＣＧ 不活化

ポリオ
三種
混合

四種
混合

麻しん
風しん

日本
脳炎

二種
混合

子宮
頸がん

古閑医院 ☎２２－３０００ ● ● ●
松見内科クリニック ☎２２－０２６０ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
市原胃腸科外科 ☎３４－１２１１ ● ●
脇胃腸科 ☎３２－２５００ ● ●
小野主生医院 ☎３２－００３９ ● ● ● ● ●
問端内科 ☎３２－０１０２ ● ●
家入整形外科 ☎３２－００４８ ● ●
阿蘇温泉病院　 ☎３２－０８８１ ● ● ●
坂梨ハートクリニック ☎２４－６２６２ ● ●
たくもと小児科クリニック ☎３４－２２０２ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
栗林内科医院 ☎２４－１０２４ ● ● ●
阿蘇中央病院　小児科 ☎３４－０３１１ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
波野診療所 ☎２４－２２０３ ● ● ●
※予防接種の対象者については、各予防接種に応じて個別通知や本誌紙面などで定期的にご案内します。
※予約制ですので、必ず事前に電話予約をしてください。また、受診の際は母子健康手帳と問診票をご持参ください。

【問い合わせ　一の宮保健センター　☎２２‐５０８８　お知らせ端末５５‐５０８８】

消費生活相談＜無料＞
　７月１７日水・８月７日水
　10:00～15:00　内牧支所
　問い合わせ　阿蘇市消費生活センター(☎22-3364)
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　波野の野菜がおいしい
豆 腐 の 油 揚 げ 餃 子

㊧入江 彩
あ や か

香さん（２３歳）　行政区：折戸

㊨市原 渚
なぎさ

さん     （２６歳）　行政区：東仲町

　大阿蘇病院 勤務 

〔趣味〕ドライブ　
〔特技〕嫌なことがあっても寝たら忘れること
〔好きな言葉〕なんとかなる！
〔好きな男性のタイプ〕一緒にいて気を遣わない人
〔�阿蘇の好きなところ〕自然に囲まれているところ
〔阿蘇市への要望〕この自然をいつまでも保って！
Ｑ．仕事の内容　リハビリ
Ｑ．�仕事で、日頃から心がけていること　
　　いつも笑顔でいること

FRESH  MAN

Data
●エネルギー 241kcal　●たんぱく質 17.4ｇ　
●脂�質 17.1ｇ　●カルシウム 153mg　●塩分 1.4ｇ

食生活改善推進員協議会

材　料（４人分）
　　●豚挽き肉 200g ●木綿豆腐 200g
　　●ハクサイ 100g(1 ～ 2 枚 ) ●ニラ�20g(5 本 )
　　●卵 １個 ●味噌�大さじ１ ●ごま油 少さじ１
●油揚げ ４枚（小） ●食塩 ひとつまみ

A

作り方
❶�木綿豆腐はよく水きりしておき、茶巾などでしっ

かり水気を絞る。ハクサイ、ニラはみじん切り
にし、塩を振って５分ほど置いたら水洗いし、
同じくよく水を切り絞る。
❷�油揚げを半分に切り、湯通しをして余分な油を

落とし水気を絞る。あら熱が取れたら、混ぜ合
わせたAをつめる。このとき中まで火が通りや
すくなるように、具材をつめすぎないように気
をつける。
❸�フライパンに油をしき、②をのせ、ふたをして

片面５分ずつ中火から弱火で蒸し焼きする。 大豆製品は、阿蘇でも広く親しまれるタンパク
質です。健康な成人が、健康な状態を保つのに
適切な大豆製品の一日の量は、豆腐では 110g、
油揚げでは 20g です。ヘルシーな大豆製品、有
効活用のこつは適量を知ることにあります。

地

産 地 消

C ooking!

さわやか

〔趣味〕バイク　
〔特技〕玉子焼きがキレイに巻けます
〔好きな言葉〕迷ったら迷わず楽しいことを選べ
〔好きな男性のタイプ〕思いやりのある人
〔�阿蘇の好きなところ〕カルデラ
〔阿蘇市への要望〕�特に若い人の人口を増やして活気

ある取り組みをしてほしい
Ｑ．仕事の内容　リハビリ
Ｑ．�仕事で、日頃から心がけていること　言葉づかい

阿蘇市役所公式フェイスブック 地域の話題、配信中！




